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Ⅰ 重要遺跡確認調査について

１ 重要遺跡確認調査（表Ⅰ－１）

北海道立埋蔵文化財センターは、北海道教育委員会（以下、道教委）が北海道史をたどる上で重要

とした遺跡の重要遺跡確認調査を行ってきた。平成１２年度の小樽市・余市町の西崎山ストーンサーク

ルに始まり、現在に至る調査成果の概要を表Ⅰ－１にまとめた。平成２６年度からは岩内町東山１遺跡

（道指定史跡「岩内東山円筒文化遺跡」）と湧別町シブノツナイ竪穴住居群（道指定史跡「シブノツ

ナイ竪穴住居跡」）の調査に着手した。特に東山１遺跡の調査では、縄文時代前期後半から中期前半

にかけての盛土遺構を中心に、竪穴住居群や墓 の可能性のある土坑群の存在を明らかにした。

２ 今年度の調査について

昨年度に続き、本年度も岩内町東山１遺跡及び湧別町シブノツナイ竪穴住居群、２か所の遺跡を調

査対象とした。調査の具体的な内容は道教委による「平成２６～２９年度重要遺跡確認調査実施要領」に

基づき、道教委、岩内町及び湧別町教育委員会との打ち合わせを経て計画した。

東山１遺跡については道指定史跡範囲等を対象とした発掘調査、シブノツナイ竪穴住居群について

は測量調査を行った。

本報告書（重要遺跡確認調査報告書第１１集）は、今年度の東山１遺跡での発掘調査と、道指定有形

文化財「岩内東山円筒文化遺跡出土の遺物」についての資料調査の成果、シブノツナイ竪穴住居群で

の測量成果をまとめた。

図�－１ 国、道指定史跡の位置と重要遺跡確認調査対象遺跡

Ⅰ 重要遺跡確認調査について
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表Ⅰ－１ 重要遺跡確認調査概要一覧

年度 対象遺跡 登録番号 所在地 種別 主な調査方法 調査面積 主な時期 主な遺構 主な出土遺物 掲載報告書

平成１２年度

小樽市
余市町
西崎山
ストーン
サークル

０１２０３�
D�０１�６４
（小樽市）
０１４０８�
D�１９�０４
（余市町）

小樽市蘭島
余市町栄町

配石
遺構 発掘調査 １４０� 縄文時代

後期 配石遺構
縄文時代後期、晩
期の土器、黒曜石
の剥片

重要遺跡確
認調査報告
書 第１集

平成１３年度

奥尻町
青苗砂丘
遺跡

０１３６７�
C�０７�０４

奥尻郡奥尻町
字青苗３６４・
３６８番地

集落跡 発掘調査 ９０�
オホーツク
文化期

擦文文化期

住居跡１軒
土壙１基
貝塚１か所
焼土３か所

オホーツク式土器、
土師器 石器、
石製品
骨角器 金属製品
自然遺物

重要遺跡確
認調査報告
書 第２集

平成１４年度 ０１３６７�
C�０７�０４

奥尻郡奥尻町
字青苗３６４・
３６８番地

集落跡 発掘調査 ９０�
オホーツク
文化期

擦文文化期

住居跡４軒
墓２か所
貝塚１か所

恵山式土器
オホーツク式土器
土師器及び擦文土器
石器類玉など石製品
骨角製品、金属製
品、自然遺物

重要遺跡確
認調査報告
書 第３集

平成１５年度

函館市
恵山貝塚

０１２０２�
B�１０�３５

函館市字恵山
３０８番地の１
ほか

貝塚 発掘調査 ９７� 続縄文時代
前半

竪穴式建物の可
能性のあるもの
６か所
墓の可能性のあ
るもの４か所
遺構覆土中に形
成された魚骨層
を２か所で確認

土器、石器、骨角器
重要遺跡確
認調査報告
書 第４集

平成１６年度
函館市字恵山
３０８番地の２
ほか

貝塚 発掘調査 １６９� 続縄文時代
前半

盛土遺構（続縄
文時代のもので、
厚さは１mを超
える）
竪穴住居跡１か所
土壙２か所
集積１か所
焼土

土器、石器、
骨角製品

重要遺跡確
認調査報告
書 第５集

平成１７年度

幌延町・
豊富町音類
竪穴群

０１４８８（幌
延町）�
０１５１０（豊
富町）�
G�０９�０１

天塩郡幌延町
字浜里１８８
ほか

国有林１７４～
１７５林班

集落跡 測量調査
踏査 約６�

擦文文化期
アイヌ文化

期

竪穴状の窪み
７９６か所

チャシ跡３か所

踏査のため出土遺
物はなし。

重要遺跡確
認調査報告
書 第６集

平成１８年度
平成１９年度

平成２０年度 重要遺跡確
認調査報告
書 第７集平成２１年度

平成２２年度 斜里町
斜里朱円周
堤墓群

０１５４５�
I�０８�３８

斜里郡斜里町
朱円西７６番地

１
墳墓 発掘調査

２１０�
（トレンチ
調査面積）

縄文時代
後期

周堤墓２基
（A号、B号）

縄文土器片
※昭和２３，２４年度
調査時の出土遺物
の資料化を行う

重要遺跡確
認調査報告
書 第８集平成２３年度

平成２４年度 芦別市
野花南
周堤墓群

０１２１６�
E�０４�２１

芦別市野花南
町３２５６，３２５７ 墳墓 発掘調査

８６．５�
（トレンチ
調査面積）

縄文時代
後期

周堤墓２基
（１号、２号）

縄文時代後期から
晩期土器片、黒曜
石石器類

重要遺跡確
認調査報告
書 第９集平成２５年度

平成２６年度

岩内町
東山１遺跡

０１４０２�
D�１３�０１

岩内郡岩内町
東山１５、１６�１・
２番地

集落跡 発掘調査

６００�
（トレンチ
調査等面
積）

縄文時代
前期

縄文時代
中期

盛土遺構１
竪穴住居跡４
土坑１３

柱穴状ピット７
焼土１２

（表面確認分を含む）

縄文土器片
（前期から中期）
石器類
（礫石器を主とする）

重要遺跡確
認調査報告
書 第１０集

湧別町
シブノツナイ
竪穴住居群

０１５５９�
I�２１�３５

北海道湧別群
湧別町川西
４９９�１、４９９�２
９３０７２２�１
７２２�２７２２�３
７２０７１９５０３
５０２�１，２７１４
７１７７１８

集落跡 踏査

１３９４８６�
（史跡指定
範囲及び
測量範囲）

擦文文化期
竪穴状の窪み
６６５か所

※文献資料による。
なし

平成２７年度

岩内町
東山１遺跡
（道指定史跡
岩内東山円
筒文化遺跡
を含む）

０１４０２�
D�１３�０１

岩内郡岩内町
東山２番地１、
１４番地１

集落跡 発掘調査

６０�
（トレンチ
調査等面
積）

縄文時代
前期

縄文時代
中期

盛土遺構１
土坑６

（いずれも１４番
地１）

縄文土器片
（前期から中期）
石器類
（礫石器を主とす
る）

重要遺跡確
認調査報告
書 第１１集
（本報告書）

湧別町
シブノツナイ
竪穴住居群
（道指定史跡
シブノツナイ
竪穴住居跡）

０１５５９�
I�２１�３５

北海道湧別群
湧別町川西
４９９�１、４９９�２
９３０７２２�１
７２２�２７２２�３
７２０７１９５０３
５０２�１，２７１４
７１７７１８

集落跡 測量調査

１３９４８６�
（史跡指定
範囲及び
測量範囲）

続縄文時代
擦文文化期
オホーツク
文化期

大小様々な竪穴
状の窪み４３５か
所を確認し、位
置を計測。この
うち１３９か所の詳
細測量を行った。

なし
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Ⅱ 岩内町東山１遺跡の調査

１ 調査の概要

� 調査要項

調 査 名 称 重要遺跡確認調査

調 査 対 象 岩内町東山１遺跡（埋蔵文化財包蔵地登載番号D�１３�０１）
北海道指定史跡「岩内東山円筒文化遺跡」（昭和４３年３月２９日指定）

所 在 地 岩内町字東山２番地１（「道指定史跡（以下、史跡）」地区）

岩内町字東山１４番地１（「第２地点」地区）

対 象 面 積 「史跡」地区 ３，１７１．２㎡（史跡指定範囲）

「第２地点」地区 ５６５．３２㎡

（発掘調査）

発 掘 期 間 平成２７年７月２３日（水）から８月７日（金）まで

発 掘 面 積 ６０㎡（「史跡」地区 ４５㎡、「第２地点」地区 １５㎡）

（関連資料調査）

調 査 内 容 道指定有形文化財「岩内東山円筒文化遺跡出土の遺物」についての調査

資料収蔵機関 岩内町教育委員会（岩内町郷土館）

� 調査の経緯

本遺跡の調査は、昭和３１年、３２年に大場利夫、桐井力蔵を担当者とする岩内町教育委員会（以下、

町教委）によって最初に行われ、その成果は昭和３３年９月に報告書『岩内遺跡』にまとめられた。

この成果を受け、昭和４３年に遺跡は「岩内東山円筒文化遺跡」として道指定史跡に、出土遺物は「岩

内東山円筒文化遺跡出土の遺物」として道の有形文化財に指定された。

その後、史跡を範囲に含む東山１遺跡において行なわれた、町道の改良や東山団地の除却工事、斎

場建設などに伴う調査により、遺跡の範囲や様相が少しずつ明らかになってきた。平成１３～１５年度に

行われた町道改良に伴う町教委による発掘調査では、集落跡、墓域、盛土遺構（報告書では捨場遺構

と呼称）の存在を明らかにされた。

平成２６年度にはじまる重要遺跡確認調査では、まず東山１５、１６�１・２番地内を対象とした発掘調査
を行った。ここでは縄文時代前期から中期にかけての盛土遺構の一部や竪穴住居跡、土坑などの遺構

と数多くの遺物を確認した。今年度の調査は、遺跡の北側に当たる２番地１（「史跡」地区）と南側

の１４番地１（「第２地点」地区）を対象とし、より広範な遺跡の様相を確認することを目的とした。

� 調査体制

北海道立埋蔵文化財センター指定管理者 公益財団法人北海道埋蔵文化財センター

理 事 長 越田賢一郎

副 理 事 長 中田 仁

事 務 局 長 山田 寿雄

常 務 理 事 長沼 孝
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総 務 部 部長 和田 基興

第１調査部 部長 長沼 孝

普及活用課 課長 鎌田 望（発掘担当者）

主査 藤井 浩（発掘担当者）

第１調査課 主査 吉田裕吏洋

� 調査の経過

【発掘調査】

本調査は「平成２６～２９年度重要遺跡確認調査実施要領」に基づき、平成２７年５月１９日（火）に道教

委文化財・博物館課、６月１７日（水）に町教委との打ち合わせを経て計画したものである。

本調査に先行して㈱シン技術コンサルに委託した基準点測量と発掘区の設定が平成２７年７月２１日

（火）、２２日（水）に行われた。

発掘調査は平成２７年７月２３日（木）に着手した。３名の調査員と３名の作業員により足掛け３週間、

延べ１２日間にわたって作業を行い、８月７日（金）に現地での作業を終了した。期間内には北海道大

学 小杉康教授、道教委文化財・博物館課 西脇対名夫主幹、中田裕香主任の視察があり、調査指導

を受けた。

遺跡北側に位置する２番地１（「史跡」地区）では、７月２３日（木）からトレンチとテストピット

による試掘調査を行った。除草から地表面の精査を経て掘削を行った。１４番地１（「第２地点」地区）

では７月２９日（水）にトレンチ調査に着手した。数多くの遺物が出土したため、幅の狭いトレンチで

の調査は困難を伴ったが８月７日（金）には両地区ともに埋め戻しを行い、現状に復した。

【関連資料調査】

昨年度に得られた資料を基に、道指定有形文化財「岩内東山円筒文化遺跡出土の遺物」（以下、指

定文化財）についての確認調査を開始した。指定文化財は岩内町郷土館収蔵庫（岩内町清住）内にて

保管されており、その一部が郷土館の常設展示に展示されている。

平成２７年６月１７日（水）と現地発掘調査期間中に、遺物に注記された整理番号と登録台帳とを照合

しつつ、確認作業用の写真撮影を行った。これを基に現状変更申請を行い、許可後の平成２７年１２月１８

日（金）に北海道立埋蔵文化財センターへと移動、計測や写真撮影などの資料化作業を開始した。

２ 遺跡周辺の環境（図Ⅱ－１）

【遺跡の位置】

東山１遺跡は岩内町の東部にあたる東山地区に位置する。周辺は岩内町の市街地にあたり、公営団

地などが立ち並ぶ住宅街である。遺跡は標高２０～３０ｍの海岸段丘上に立地する。この海岸段丘は東山

地区を中心に北東から南西に弧を描くように延び、日本海側の海岸低地に面している。

【周辺の遺跡と立地の関係】

岩内町内では東山１遺跡を含めて１２か所の遺跡が埋蔵文化財包蔵地として登録されている。

東山１遺跡近辺では、北側に隣接する東山５遺跡（縄文中・後期）は東山１遺跡から分離されて登

録されたものである。南に接するのが東山２遺跡（縄文）である。

東山１遺跡の南側には栄１遺跡（縄文中・後期）、栄２遺跡（縄文中期）、東山３遺跡（縄文）、東

山４遺跡（縄文）が同じ標高２０ｍの段丘上に立地する。いずれもポンイワナイ川の谷を望む斜面に位

置する。高台１，２、栄３遺跡（時期不明）もポンイワナイ川を望む標高１０ｍの段丘面上に立地する。

重要遺跡確認調査報告書
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図�－１ 遺跡の位置と周辺地形（国土地理院地形図「岩内」（１：２５０００）より作成したものである）
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標高１０ｍの段丘最西端に立地するのが全修寺遺跡（縄文）である。また、海岸砂丘低地内の大浜地区

には大浜１遺跡（縄文）が確認されている。

東山１遺跡と同じ段丘に立地する共和町内の遺跡は梨野舞納段丘１遺跡（縄文前・中期）、同２遺

跡（縄文）、同３遺跡（縄文、擦文）、同４遺跡（縄文）があり、標高３０ｍの高さに位置する。段丘最

北端の標高２０ｍには上リヤムナイ遺跡（旧石器、縄文前・中・後期）が立地する。

【遺跡の範囲】（図Ⅱ－２）

現在の埋蔵文化財包蔵地の範囲は３００ｍ四方の範囲で、その現況は東山墓地の全域、東山公園の一

部、東山団地跡地、宅地からなる。道指定史跡「岩内東山円筒文化遺跡」は遺跡内の北端に位置し、

標高約２６ｍから３０ｍ、北東から南西方向に緩やかに下る傾斜のある地形となっている。遺跡内に広が

る東山墓地は明治２３年に始まる墓地で、開発が及ばなかったため、その域内には起伏に富んだ本来の

微地形が残っている。また、墓地の北側は比高差約２０ｍの急崖となっているが、その崖際、現在の無

線局（電波塔）の近辺に貝塚と思われる場所があったとの情報もある（註）。いずれも遺跡の様相を

知るうえでの重要な手掛かりになると思われる。

（註）道教委文化財・博物館課 西脇対名夫主幹からの情報提供による。岩内町文化財保護審議会副

会長 阿部鎮夫氏からの聞き取りにより明らかになった。

３ 発掘調査

� 調査の方法

【調査対象と範囲】（図Ⅱ－２）

調査は東山２番地１（道指定史跡範囲、町有地）と東山１４番地１（町有地）を対象として行った。

各対象地については東山２番地１を「史跡」地区、東山１４番地１を「第２地点」地区と呼称した。

「史跡」地区は東山１遺跡包蔵地範囲のうち、道指定史跡「岩内東山円筒文化遺跡」の範囲に相当

する。長軸約８０ｍ、最大幅５０ｍの範囲で、面積は３，１７１．２㎡である。東山１遺跡内の最北端に位置し、

昭和３１年調査時の第１地点はこの範囲内にあるとも言われている。指定範囲は登録時の図面上では１６

か所の境界標で区画されているが、現地では確認出来なかった。また、史跡範囲の北東端には「北海

道指定史跡 岩内東山円筒文化遺跡」の石碑がある。

「第２地点」地区は昭和３２年調査時の第２地点にあたる場所とされている。東山１遺跡の南に位置

し、奥行き３０ｍ、幅２２ｍで、面積は５６５．３２㎡である。町有地ではあるが、敷地範囲を示す境界標等を

確認できなかった。北側の町道に面して「東山遺跡」の由来案内板が建てられている。

【土工】

両地区ともに、掘削の範囲を設定したのち、雑草の除去及び精査を行って地表面の状況を確認した。

掘り下げは表層土のみスコップを用い、その後、移植ゴテ、ネジリ鎌によって慎重に行った。排土に

ついては後の埋め戻しを考慮して、すべてポリエチレン製土嚢袋に詰めて保管した。

埋め戻しは掘削部分すべて同様に行った。テストピット、トレンチの底面および壁面をポリエチレ

ン製土嚢袋で覆い養生し、今後の調査に備えて今回の掘削範囲及び深さを示すよう配慮した。

【測量】

測量作業は、基準点測量や図化などを㈱シン技術コンサルに委託し、調査結果の記録実測は現地調

査員が行った。この測量作業により地区ごとに遺跡の現況平面図（１／１０００）を作成するとともに（図

Ⅱ－３，６，７）、平成２６年度に行った現地測量の成果とを組み合わせた作図も行った（図Ⅱ－８）。

基準点は昨年度に設定した３級基準点（H２６T１、H２６T２）より、調査区周辺にH２７T１（X＝
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図�－２ 調査対象地区位置図（図の上が北を示す）
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�１１２８２８．９０４ Y＝２２５３１．３６５）、H２７T２（X＝�１１２７５４．８９８ Y＝２２５９６．００１）、H２７T３（X＝�１１２６７８．５９８
Y＝２２５３１．２７０）、H２７T４（X＝�１１２６１１．７７６ Y＝２２５９３．４６５）の４級基準点を設置した（平面直角座

標系ⅩⅠ系）。また、水準は昨年度設置の水準点（H２６T２）からH２７T１（２６．９６３ｍ）、H２７T４（２８．９２５

ｍ）に設置した。

史跡範囲及び調査範囲内には発掘調査のための測量基準杭を５カ所設置した。№１（X＝�１１２８８０．０
Y＝２２５３０．０ Z＝２７．３３１）、№２（X＝�１１２８６５．０ Y＝２２５３０．０ Z＝２７．４２０）、№３（X＝�１１２６５５．０
Y＝２２５３５．０ Z＝２６．１７５）、№４（X＝�１１２６５５．０ Y＝２２５７０．０ Z＝２７．２５９）、№５（X＝�１１２６３５．０
Y＝２２５７０．０ Z＝２７．１１３）である。

【現地撮影等】

現地での撮影には６×７判のカメラを主体にし、４×５判のカメラとデジタルカメラを用いた。

【出土品の収集】

出土品についてはトレンチ、テストピットなどを層位及び１ｍ角グリッド毎に取り上げて収集した。

遺構に伴う遺物や大型の礫については掘削の妨げにならない限り、現地保存とした。

� 基本土層

遺跡内における表層地質については『岩内町東山１遺跡Ⅱ』（２０１０）での区分に則し、以下の通り、

記述に用いた。

０層 近現代の人為層 Ⅰ層 漆黒色のシルト

Ⅱ層 黒色の粘土質シルト 砂混じり Ⅲ層 黒褐色の粘土質シルト 砂混じり、遺物を含む

Ⅳ層 暗褐色砂混じり粘土質シルト Ⅴ層 黄褐色砂混じり粘土質シルト（黄色粘土層）

Ⅵ層 褐色、灰色、橙色などの変化のある砂、砂質シルト、「岩内砂層」の上部にあたる

調査時には遺跡内の地区毎に様々な変化が見られたため、個別に記載した。

特に遺跡の北側、海食崖に近い発掘区では、Ⅰ層直下に上記区分にない黄褐色砂が見られたところ

がある。また、Ⅴ層の黄色粘土直上に橙褐色砂と灰褐色砂質シルトの堆積が見られた場所もあった。

いずれも風成堆積の影響による砂丘堆積物と思われる。

� 「史跡」地区の状況（表Ⅱ－１）

【「史跡」地区の現況】

「史跡」地区は東山墓地から段丘際までの間の細長い範囲である。標高２５～２９ｍ、東から西に下る

比高差４ｍの緩斜面は、南の墓地寄りが旧耕作地で、北の段丘際が笹藪と林地となっている。史跡指

定地範囲を示すものはほとんどなく、一部墓地との境に設けられたフェンスのみである。

【「史跡」地区における調査】（図Ⅱ－３）

「史跡」地区においてはトレンチ５か所、テストピット５か所を設定して発掘調査を行った。テス

トピット、トレンチともに史跡範囲内の地形変化に配慮しつつ、公共座標に沿って設定した。

トレンチは５ｍ×１ｍの範囲で長軸を東西に沿って設置した。トレンチ間の間隔は約２０ｍである。

範囲内の地表面の精査を行い、保存状態の良い側の土層観察面に沿って５０㎝幅を掘り下げた。

テストピットはトレンチ間を補うよう、５か所に配置した。２ｍ四方の正方形の範囲で地表面を精

査し、保存状態の良い側の土層観察面に沿って５０㎝幅を掘り下げた。

【トレンチの状況】（図Ⅱ－４）

各トレンチの状況については表Ⅱ－１にまとめた。
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表�－１ 「史跡」地区トレンチ、テストピット調査一覧

発掘区名称 位 置 現 況
観察記録
土層断面

地表面状態 底面状態 堆積状態 遺構、遺物

ト
レ
ン
チ

トレンチ
１

X��１１２６５５
～�１１２６５６
Y＝２２５２０
～２２５２５

史跡範囲
最西端
西側崖

笹藪内
（標高２５．４
～２５．５m）

北面
西に向かっ
て緩やかに
下る

黄色粘土層
面で南に向
かってやや
下る

８０�ほどの堆積
全体的に暗色
橙褐色砂層が見

られる

縄文中期
土器片
黒曜石製
フレイク

トレンチ
２

X��１１２６５５
～�１１２６５６
Y＝２２５４５
～２２５５０

史跡範囲
西側中央
緩斜面
草中

笹藪内
耕作時の
畝が残る

（標高２６．４
～２６．６m）

北面
北に向かっ
て緩やかに
下る

黄色粘土層
面で平坦で
ある

４０�ほどの堆積
耕作土が厚い

なし

トレンチ
３

X��１１２６５５
～�１１２６５６
Y＝２２５７０
～２２５７５

史跡範囲
中央南側
緩斜面

旧耕作地
（標高２７．１
～２７．３m）

北面
西に向かっ
て緩やかに
下る

黄色粘土層
面で西に向
かってわず
かに下がる

３０�ほどの堆積
耕作土が主を占

める

小ピット状の
堆積が見られ
るがはっきり
しない

トレンチ
４

X��１１２６３４
～�１１２６３５
Y＝２２５６５
～２２５７０

史跡範囲
中央やや
東寄り

旧耕作地
耕作時の
畝が残る

（標高２６．８
～２７．２m）

南面
わずかに西
側に下る傾
斜がある

黄色粘土層
面で平坦で
ある

６０�ほどの堆積
砂丘堆積と思わ
れる橙褐色砂質
層が見られる

なし

トレンチ
５

X��１１２６３４
～�１１２６３５
Y＝２２５９５
～２２６００

史跡範囲
東側

旧耕作地
耕作時の
畝が残る

（標高２８．２
～２８．４m）

南面
東から西方
向に下る

黄色粘土層
面で地表同
様の傾斜で
ある

６０�ほどの堆積
砂丘堆積と思わ
れる橙褐色砂質
層がわずかに見

られる

なし

テ
ス
ト
ピ
ッ
ト

テスト
ピット
１

X��１１２６７５
～�１１２６７７
Y＝２２５４３
～２２５４５

史跡範囲
南西隅

南側東山墓
地に近接
旧耕作地

（標高
２６．３m）

東面
東から西方
向に下る

黄色粘土層
面で平坦で
ある

３５�ほどの堆積
砂丘堆積と考え
られる橙褐色砂
質層がわずかに

残る

なし

北面

テスト
ピット
２

X＝�１１２６３３
～�１１２６３５
Y＝２２５５０
～２２５５２

史跡範囲
中央西寄り
北側崖付近

南側東山墓
地に近接
旧耕作地

（標高２６．３
～２６．４m）

南面 北に向かっ
てわずかに
下る

地表面同様
の緩やかな
傾斜である

８０�ほどの厚い
堆積

砂丘堆積と思わ
れる層を確認。各
層が水平に堆積

なし

西面

テスト
ピット
３

X＝�１１２６６０
～�１１２６６２
Y＝２２５６８
～２２５７０

史跡範囲
中央南側
緩斜面

南側東山墓
地に近接
旧耕作地

（標高
２７．２m）

北面

平坦面
地表面と同
様に平坦で
ある

４０�ほどの堆積
ほとんどが表土
耕作土層にあた

る

なし

東面

テスト
ピット
４

X＝�１１２６１５
～�１１２６１７
Y＝２２５７０
～２２５７２

史跡範囲
中央東寄り
北側崖付近

笹藪、
林の中

（標高２７．２
～２７．３m）

北面

平坦面
黄色粘土層
面の検出は
一部である

８０�ほどの堆積
砂丘堆積と思わ
れる橙褐色砂質
土層の堆積が見

られた

なし

西面

テスト
ピット
５

X＝�１１２６２０
～�１１２６２２
Y＝２２５９５
～２２５９７

史跡範囲
東側
緩斜面

旧耕作地
東側、街路
に近接

（標高２８．２
～２８．６m）

北面

西側に下る

平 坦 で あ
る。黄色粘
土層面がか
たくしまる

６０～８０�ほどの
堆積

表土には道路砂
利が含まれる

なし

西面
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図�－３ 「史跡」地区発掘区設定図
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図�－４ トレンチ土層断面図
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図�－５ テストピット土層断面図
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トレンチ５か所ともにすべて基盤とした黄色粘土層（Ⅴ層）まで掘り下げ、遺物、遺構の確認を行っ

た。遺物についてはトレンチ１の黒褐色土層直上から出土が見られたが、遺構についてはすべてのト

レンチにおいて確認されなかった。

各トレンチの堆積状況からは南の墓地側のトレンチ２，３において黄色粘土層より上層の堆積が薄

く、基本土層の上層に当たる部分が大きく失われている可能性が考えられる。北側のトレンチ１、４

と東側の５においては本来の土層堆積が保れているものと考えられた。１、４、５においては黄褐色

～橙褐色の砂の堆積が見られ、これまでの調査でも指摘されてきた風成によるものと思われる。「史

跡」地区内においてはこの風成層が基本土層を構成するものと思われる。

【テストピットの状況】（図Ⅱ－５）

各テストピットの状況については表Ⅱ－１にまとめた。

５か所のテストピットについても、すべて基盤とした黄色粘土層（Ⅴ層）までを掘り下げ、遺物、

遺構の確認を行った。いずれにおいても遺構、遺物は発見されなかった。トレンチ同様に墓地側のテ

ストピットは基本土層の上層に当たる部分が失われていたが、Ⅲ層の一部からⅣ層以下を確認するこ

とができた。北側のテストピット３、４においてはⅠ層以下が保存され、特に風成によると思われる

砂質土も確認することができた。

� 「第２地点」地区の状況

【「第２地点」地区の現況】（図Ⅱ－６）

「第２地点」地区は東山地区の住宅街の一角にあたる。町有地として遺跡が保護されており、住宅

街にあって木々の生い茂る環境となっている。周囲は、北西から南西にかけて街路に面し、北東から

南東にかけて住宅地と接している。中でも北西側は平成１３～１５年に調査の行われた町道１０８号線に面

し、特に縄文時代前期から中期にかけての盛土遺構（捨場遺構）が確認された地点と近接している。

敷地内は概ね平坦であるが、中央部には長軸８ｍ、短軸５ｍ、深さ約４０～５０㎝の楕円形をした窪み

が残されている。昭和３２年調査時に掘られた部分が残ったものと思われるが、詳細は明らかではない。

【トレンチの状況】（図Ⅱ－７，８）

トレンチは長さ１５ｍ、幅１ｍの範囲で、窪みの中心を通るように公共座標に沿って設定した。除草

後の精査を経て、トレンチ東側の幅５０㎝を先に掘り下げた。

窪みの外側にあたるトレンチの北、南の両端では、１０㎝ほど掘り下げたところで土器個体を主とす

る遺物の出土に始まり、その後、焼土、礫、炭化物が混じり合う複雑な堆積が見られた。掘り下げが

困難なほどの土器、石器等の出土状況や土層の堆積状況からこれらを盛土遺構と判断し、黄色粘土層

（Ⅴ層）まで掘り下げて土層断面の記録観察を行った。

トレンチ中央部の窪みの部分では、昭和３２年調査時の痕跡を確認するよう努めた。予想外に掘削範

囲の境界が不明瞭ではあったが、トレンチ中央部分の約５ｍ幅で近代の掘削と考えられる部分を確認

した。その北側には盛土遺構の後に築かれた遺構の覆土と考えられる堆積が見られた。竪穴の可能性

も考えられるが確実ではない。また、黄色粘土層面上ではトレンチ北側で小土坑を６か所確認した。

【盛土遺構】

盛土遺構はトレンチ北側の部分では厚さ５０㎝、南側の部分では８０㎝ほどの盛土の堆積層として確認

することが出来た。筋状の焼土や炭化物の層が互層の状態で堆積し、黄色粘土の粒子などとともに土

器片や石器、径５０㎝ほどの礫なども出土した。遺物は上層からは縄文時代中期前半（円筒上層式期）

の土器片が出土し、大きな破片がまとまって確認された。下層になると、破片は小さくなり、縄文時
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図�－６ 「第２地点」地区発掘区設定図
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図�－７ トレンチ調査成果図
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図�－８ トレンチ土層断面図
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代前期後半（円筒土器下層式期）の土器片が多くみられるようになった。

【土坑】

盛土遺構北側の範囲では、盛土遺構下より黄色粘土層面上で土坑と思われる覆土を確認した。確認

した土坑は６か所で、全体を確認できたものはない。いずれも直径が３０～４０㎝ほどの柱穴状のもので、

南から１，２，３，４，５，６と番号を付した。遺物の出土がなかったため時期は明らかではない。なお

確認できたのは北側のみで、トレンチ中央部から南側の盛土遺構下では確認されなかった。

【旧調査の痕跡の可能性のある窪み】

昭和３２年調査時のものと思われる窪みについては、トレンチ中央部で確認された近代の掘削の跡が

相当する可能性がある。当時の報告では遺構を確認しているはずが、底面の黄色粘土層まで掘り下げ

られていないことや、調査の際の掘り上げ土が見当たらないこと、埋め戻されずに窪みのまま残され

たことなどが疑問である。今回のトレンチ調査の範囲では限界があり、今後の課題としたい。

� 出土遺物の概要（表Ⅱ－２）

発掘調査で出土した遺物については昨年度の調査分も含めて出土状況と分類結果の概要のみの報告

とした。詳細については来年度に報告する。

� 「史跡」地区出土遺物
史跡地区では土器片１９点、石器（フレイク・チップ）１６点、礫４０点が出土した。そのすべてがトレ

ンチ１から出土したものである。トレンチ上層の黒色土層から一括集中して出土した。遺構に伴う可

能性も考えられたが、土層断面からは確認できなかった。土器は小破片のみであるが、粗い斜行縄文

が見られ、縄文時代中期前半（円筒土器上層式）の時期のものと思われる。石器はフレイク・チップ

のみで黒曜石製のものがほとんどである。

� 「第２地点」地区出土遺物
第２地点地区では土器２４５１点、石器・礫等８０５点の合計３２５６点の遺物が出土した。その大半が盛土

遺構に伴うものである。盛土遺構の上層ではまとまって縄文時代中期前半（円筒土器上層式）の土器

が出土した。盛土遺構を掘り下げるにしたがって、小破片が目立つようになり、縄文時代前期後半（円

筒土器下層式）の土器片が主となった。全体においては縄文時代前期後半（円筒土器下層式）の土器

が主体である。

石器については、剥片石器が少なく、たたき石、すり石、台石などの礫石器が多く、石斧や扁平打

製石器、北海道式石冠なども見られた。

� 「東山１５、１６�１・２番地」地区（平成２６年度調査）出土遺物（図Ⅱ－９，１０）
本報告は昨年度調査した東山１５、１６�１・２番地における各発掘区で出土したものである。出土遺物

総点数は４９６６点で、内訳は土器が３３６８点、石器・礫類が１５９８点である。

各発掘区の遺物出土状況は以下のとおりである。

【発掘区１】（東山１５区） 遺構は盛土遺構１か所、焼土３か所を確認した。遺物総点数は５５４点で、

土器が４４４点、石器・礫類が１１０点である。盛土遺構を中心に遺物が多く出土した。土器についてはま

とまった出土が少なく、小破片が多くみられた。縄文時代前期後半と思われる土器片が主体を占める。

石器はたたき石、すり石、台石などの礫石器が目立つ。

【発掘区２】（東山１５区） 遺構は竪穴住居跡１か所、土坑２か所を確認した。遺物総点数は１３９点で、

土器が８２点、石器・礫類が５７点である。竪穴住居跡に伴って縄文時代中期前半の土器が出土している。

石器は礫石器が多い。

Ⅱ 岩内町東山１遺跡の調査
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図�－９ 「東山１５、１６－１・２番地」地区発掘調査成果図
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表�－２ 出土遺物一覧

調
査
年
度

発掘区

土 器
石 器 ・ 礫

総

計

剥 片 石 器 礫 石 器

礫
、
礫
片
ほ
か

石
器
・
礫
合
計

縄
文
前
期
後
半

縄
文
中
期
前
半

縄
文
前
期
〜
中
期

小
破
片
な
ど
不
明

（
土
器
合
計
）

石
鏃

石
槍
ま
た
は
ナ
イ
フ

石
錐

つ
ま
み
付
き
ナ
イ
フ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

フ
レ
イ
ク
・
チ
ッ
プ

石
斧

た
た
き
石

扁
平
打
製
石
器

石
鋸

北
海
道
式
石
冠

す
り
石

台
石

礫
石
器
片

平
成
２６
年
度

東
山
１５
区

１ １０５ ２６ １２０ １９３ ４４４ １６ １ ３ ２ １ ２ ３ ４ ７８ １１０ ５５４
２ ４ ３２ １７ ２９ ８２ １ ２０ ２ １ １ ７ ２５ ５７ １３９
３ １ ８ ４ ７０ ８３ ２４ １ １ ２ １ ２ ５６ ８７ １７０
４ ８２ ４１ ４１ １４５ ３０９ １ ６８ １ ７ ３ １ １ １６ ４ １２７ ２２９ ５３８
５ １８９ ２５３ ８２ ３００ ８２４ １ ２ ３ ６０ ４ １１ ３ １４ １２ ４ ８ １８０ ３０２ １１２６
６ ０ ０ ０
７ １ １ １ ２ ３ ６ ７
８ ５１ ３０ ８８ ３ １７２ ３ １ ２ １４ ２０ １９２

東山
１６区

９ １９ １ １３ ２７ ６０ １ １２ １ １４ ７４
１０ １５ １ １９ ３５ １ １ ２ ３７

東山
１５区

１１ ７２８ ４ ３８ ２９８ １０６８ ４３９ ２ ５ ４ ２ １０ ４ ２６１ ７２７ １７９５
１２ ６ １２ １５ ３３ １ １ １ １ １ １６ ２１ ５４

東山
１６区

１３ ３ １ ４ ２ １ １ ４ ８
１４ １０９ １ １９ １１８ ２４７ １ ９ １ ７ １８ ２６５

表 採 ６ ６ １ １ ７
（平成２６年
度合計）１３０３ ４０２ ４４５ １２１８ ３３６８ ２ １ １ ３ ４ ６５６ ８ ３１ １５ １ ２０ ４８ １６ ２２ ７７０ １５９８ ４９６６

平
成
２７
年
度

史跡地区 １９ １９ １６ ４０ ５６ ７５

第２地点
地区 １１２６ ６５ ８５０ ４１０ ２４５１ ５ ３ １ １ ２３５ ２ １８ ５ １ １ １３ ９ ４０ ４７１ ８０５ ３２５６

（平成２７年
度合計） １１２６ ６５ ８５０ ４２９ ２４７０ ５ ３ １ １ ２３５ ２ １８ ５ １ １ １３ ９ ４０ ５２７ ８６１ ３３３１

総合計 ２４２９ ４６７ １２９５ １６４７ ５８３８ ７ １ ４ ４ ５ ８９１ １０ ４９ ２０ ２ ２１ ６１ ２５ ６２ １２９７ ２４５９ ８２９７

図�－１０ 盛土遺構の堆積（発掘区１）
（重要遺跡確認調査報告書 第１０集 図�－３を訂正したものです）
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【発掘区３】（東山１５区） 遺構は盛土遺構の一部と竪穴住居跡１か所を確認した。遺物総点数は１７０

点で、土器が８３点、石器・礫類が８７点である。土器はすべて竪穴に伴うが、時期の特定できるものは

少ない。石器もほとんどが竪穴に伴うものである。

【発掘区４】（東山１５区） 遺構は盛土遺構の一部と竪穴住居跡１か所を確認し、トレンチの範囲で竪

穴の床面まで掘り下げた。遺物総点数は５３８点で、土器が３０９点、石器・礫類が２２９点である。竪穴よ

りも盛土遺構出土の遺物が多いが、ともに縄文時代前期後半の土器が多い。石器についてはすり石、

たたき石、台石などの礫石器が盛土遺構から多く出土した。

【発掘区５】（東山１５区） 遺構は盛土遺構の一部と竪穴住居跡１か所、焼土、柱穴状ピットを確認

した。遺物総点数は１１２６点で、土器が８２４点、石器・礫類が３０２点である。盛土遺構には縄文時代前期

後半から中期前半の土器が含まれ、竪穴住居の覆土からは縄文前期後半の土器が主に出土している。

石器は盛土遺構では少なく、竪穴住居跡に多くみられた。特に覆土中から北海道式石冠が６点まと

まって出土した。

【発掘区６】（東山１５区） 遺構は土坑１か所、焼土２か所を確認したが、遺物は出土しなかった。

【発掘区７】（東山１５区） 遺構は土坑５か所、柱穴状ピット２か所を確認した。遺物総点数は７点

で、土器が１点、石器・礫類が６点である。石器は土坑に伴ってすり石が出土した。

【発掘区８】（東山１５区） 遺構は土坑２か所、柱穴状ピット４か所を確認した。遺物総点数は１９２点

で、土器が１７２点、石器・礫類が２０点である。遺構に伴う遺物はなく、包含層から縄文前期後半の土

器が多く出土した。

【発掘区９】（東山１６�１・２区） 遺構は検出されなかった。遺物総点数は７４点で、土器が６０点、石器・
礫類が１４点である。数は少ないが、土器は縄文前期後半のものが多くみられた。

【発掘区１０】（東山１６�１・２区） 遺構は検出されなかった。遺物総点数は３７点で、土器が３５点、石器・
礫類が２点である。土器は縄文前期後半のものが多くみられた。

【発掘区１１】（東山１５区） 発掘区全体が盛土遺構の中にある。遺物総点数は１７９５点で、土器が１０６８

点、石器・礫類が７２７点である。調査面積は少ないが、最も遺物量の多い発掘区である。土器は縄文

時代前期後半にあたるものがほとんどで復元可能な個体も数点出土した。石器は礫石器が多く、盛土

層に伴うものが大半である。礫石器は、扁平礫を素材とし、一部に平坦面がみられるすり石が数多く

みられ、その多くに炭化物が付着しているのが特徴である。

【発掘区１２】（東山１５区） 遺構は土坑２か所を確認した。遺物総点数は５４点で、土器が３３点、石器・

礫類が２１点である。土器は縄文中期前半のものである。

【発掘区１３】（東山１６�１・２区） 遺構は検出されなかった。遺物総点数は８点で、土器が４点、石器・
礫類が４点である。時期を特定できる土器はないが、北海道式石冠とたたき石がみられる。

【発掘区１４】（東山１６�１・２区） 遺構は検出されなかった。出土遺物総点数は２６５点で、土器が２４７点、
石器・礫類が１８点である。土器は縄文前期後半が主体である。

以上を整理すると本調査区での出土遺物の主体は縄文時代前期後半の円筒下層式の時期のものであ

り、すり石や扁平打製石器などの礫石器を主とする石器群が伴う。特に盛土遺構の主体は円筒土器下

層式の時期であり、竪穴住居跡の中には縄文時代中期前半、円筒土器上層式の時期のものが含まれ

る。

重要遺跡確認調査報告書
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４ 関連資料調査（道指定有形文化財「岩内東山円筒文化遺跡出土の遺物」）

� 調査の概要

調査対象は道指定有形文化財「岩内東山円筒文化遺跡出土の遺物」である。これは昭和４３年３月２９

日に岩内東山円筒文化遺跡が道指定史跡として指定されたと同時にその出土遺物が有形文化財に指定

されたものである。岩内町教委所蔵の道文化財指定申請資料（岩内町教育委員会「北海道文化財指定

申請資料写真有形文化財 東山遺跡発掘品（土器石器類）１９５点」）によると東山遺跡発掘品（土器、

石器類）は１９５点で、内訳は土器個体２７点、土・石製品４点、石器類１６４点となっている。ここでは各

出土資料について出土の時期や地点などの情報は添付されていない。これらは主に岩内町郷土館に収

蔵されている。

また、今回の調査中に昭和３１，３２年調査時の写真アルバムや８ミリフィルムなども郷土館に保管さ

れていることが明らかになった。その一部を借用し掲載することが出来た（図版Ⅱ－２３）。

� 道指定有形文化財「岩内東山円筒文化遺跡出土の遺物」の調査（表Ⅱ－３、４、図版Ⅱ－１０～２３）

今回の調査対象は道指定有形文化財のうちの１８６点とした。内訳は土器個体１８点、石器、土・石製

品１６８点であり、そのすべてに整理符号としてA－１～A－１９５までの番号が注記されている。一部注

記が剥がれるなど判読不明のものもあり、申請写真資料から判断したものもある。これらの内容につ

いて一覧表と写真を掲載した。

指定された土器個体はA�１～２７までの２７個体であるが、このうちの１８点を今回の調査対象とした。
土器個体はA�１～１６が縄文時代前期後半に相当する「円筒下層式」、A�１７～２７が縄文時代中期前半
に相当する「円筒上層式」と指定時に分類されている。調査対象のうち、A�５、６，７，９，１０、１３，１４，
１５の８個体が円筒土器下層式、A�１７，１８，１９，２１～２７の１０個体が円筒土器上層式に相当する。ただ
し、復原土器は口縁から底部まで残るものは少なく、残りがわずかでも全体を想定復原しているもの

が多い。分類の詳細は次年度にあらためて掲載する予定である。

土・石製品は４点である。A�２８，２９，３１が玉であるが、２９，３１は穿孔されていない。３０は環状土
製品である。

石器は１６８点である。A�３２～５４が石斧で２３点、A�５５，５６が両面調整石器で２点、A�５７～６４、１６０が
石槍またはナイフで９点、A�６５～９２が石鏃で２８点、A�９３，９４が石錐で２点、A�９５～１２６がつまみ付
きナイフで３８点、A�１２７～１５９がスクレイパーで３３点、A�１６１～１７３が扁平打製石器で１３点、A�１７４～
１８６、１８８、１９１が北海道式石冠で１５点、A�１８７は礫で１点、A�１８９が台石、石皿で１点、１９２，１９３は
石錘で２点、１９４，１９５はたたき石で２点である。剥片石器１１２点、礫石器が５１点となった。

� 昭和３３年発行『岩内遺跡』掲載資料との関連

昭和３３年９月３０日発行の『岩内遺跡』は岩内町及び町教委により発行された報告書である。岩内町

東山遺跡、岩内町栄遺跡、共和町上リヤムナイ遺跡、下リヤムナイ遺跡についての調査成果が収めら

れている。

このうち、東山遺跡（東山１遺跡）では昭和３１、３２年の２度調査が行われている。第１回の調査は

昭和３１年９月２８日より同１０月５日まで行なわれ（第１地点）、第２回の調査は昭和３２年７月１８日より

同７月２５日まで行われた（第２地点）。両年とも調査は大場利夫が指導し、桐井力蔵が担当した。

道指定有形文化財の１９５点については分類が記載されるのみで、出土地点、層位については記載が
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ない。しかし、その一部が報告書『岩内遺跡』に掲載されていることが明らかになり、照合により一

部ではあるが指定文化財の出土情報を復元することができた。

指定有形文化財のうち土器９点、土・石製品３点、石器５６点が実測図で掲載されていた。

土器についてはA�１３、１８、１９（縄文前期後半）、２１、２７（縄文中期前半）が第１地点第３層出土、
A�９（縄文前期後半）、２３、２６（縄文中期前半）が第２地点第３層出土、A�５（縄文前期後半）が第
２地点第５層出土のものである。

土・石製品についてはA�２８（ヒスイ製玉）、２９（環状土製品）、３１（玉？）が第２地点第３層出土
である。

石器については５６点が掲載されていた。出土地点、層位ごとにまとめると第１地点第３層出土が石

鏃３点（A�６７，６９，７６）つまみ付きナイフ２点（A�９５，９６）スクレイパー１点（A�１４８）、石斧１点
（A�４３）である。第１地点第４，５層出土が石槍またはナイフ２点（A�５８，６０）、両面調整石器１点
（A�５６）である。第２地点第３層出土が石鏃３点（A�６５，７０，８６）、つまみ付きナイフ２点（A�
１０９，１１５）、石斧１点（A�３９）、石のみ１点（A�５３）である。第２地点第４層出土が、石槍またはナ
イフ（A�５７，６３）、石錐１点（A�９４）、つまみ付きナイフ５点（A�１０２，１０７，１１，１１７，１２４）、スク
レイパー１点（A�１２９）、石斧２点（A�３８，４９）、扁平打製石器１点（A�１６４）である。第２地点第５
層出土が石鏃２点（６６，８１）、石槍またはナイフ１点（A�６２）、つまみ付きナイフ８点（A�９７，９８，
１０３，１１２，１１４，１１９，１２０，１２５）、スクレイパー１点（A�１４６）、石斧２点（A�４５，５１）、両面調整石
器１点（A�５５）である。第２地点第６層では石鏃１点（A�７４）、石槍またはナイフ１点（A�１６０）、
石錐１点（A�１９２）、つまみ付きナイフ１点（A�１２６）、スクレイパー５点（A�１２７，１２８，１３２，１３９，
１５１）が出土した。北海道式石冠２点（A�１８１，１８３）と礫（A�１８７）については、掲載されているも
のの出土地点は明らかになっていない。

遺物の出土層位について『岩内遺跡』では下記のとおりである。

第１層 灰黒色砂質土層 第５層 茶褐色粘土質層（遺物出土）

第２層 黒色土層 第６層 黒褐色粘土層

第３層 茶褐色粘質土層（下層より遺物出土） 第７層 黄色粘土層

第４層 黄褐色粘土質層（遺物出土）

上記の層位を基本土層に対比すると第１層は０層、Ⅰ層、第２層はⅡ層、第３層はⅢ層、第６層が

Ⅳ層、第７層がⅤ層に対応すると思われる。第４層と第５層は昨年度調査の結果と比較すると二次的

な堆積、盛土遺構の可能性が考えられる。この場合、第１、第２地点ともに盛土遺構に当たる部分を

調査したものと思われ、結果的に有形文化財のほとんどが盛土遺構に伴って出土したものと考えられ

る。

５ 調査成果と課題（図Ⅱ－１１）

これまでの調査結果及び昨年度を含めた調査の成果より明らかになった点を項目毎にまとめた。

【遺跡の時期】

今回調査した範囲内では遺跡の時期は概ね縄文時代前期後半（円筒土器下層式）から縄文時代中期

前半（円筒土器上層式）までと考えられる。特に縄文時代前期末の土器の出土が顕著であり、主体的

な時期と思われる。昭和３１、３２年調査及び平成１３～１５年調査等で出土した土器の時期が縄文時代前期

後半から中期前半に及ぶのに比べると限定的である。
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【遺跡の範囲】

「史跡」地区において遺構、遺物がほとんど確認されなかったことは、遺跡の範囲を考えるうえで

重視される。遺物包含層が何らかの理由で削平された可能性もあるが、トレンチでの土層堆積状態を

考えると一概ではなく、遺跡の範囲そのものが史跡地区に及んでいない可能性が強い。これまでの試

掘調査の結果と照らし合わせると、東山墓地内の北部、「史跡」地区の南端周辺に遺跡範囲の北限が

あると考えられる。

【盛土遺構】

「第２地点」地区で盛土遺構と思われる堆積が確認され、昨年度東山１５区で確認された盛土遺構と

あわせて注目される結果となった。「第２地点」に隣接する町道からは平成１５年調査時に盛土遺構（捨

場遺構）が確認されていたため、「第２地点」地区の盛土遺構はこれと一連のものと考えられる。こ

の結果、東山１遺跡には東山１５区と「第２地点」地区の２つの盛土遺構が存在すると考えられる。現

地調査の時点ではその主体的な時期において両遺構間に違いがあるのではないかと考えたが、大まか

な遺物分類を終えた段階では２つの盛土遺構の出土遺物に大きな時期差は見られない。また、両盛土

遺構間には竪穴住居群、土坑群が存在することが明らかであり、より広範囲に遺構の広がりを追及す

る必要がある。

【今後の課題】

次年度の報告では今年度、昨年度の出土遺物についての整理作業の結果を報告する予定である。こ

れを基に道指定有形文化財やさらには平成１３～１５年調査時に出土した遺物を比較し、各遺構の時期を

整理することが可能になると思われる。

また、遺跡の範囲、盛土遺構の広がりを明らかにするには東山墓地内での調査が課題であり、特に

墓地内の起伏に富んだ微地形は遺跡の内容を反映している可能性が高く、詳細な測量図を作成する必

要も考えられる。また、盛土遺構や竪穴群、土坑群などの集落を構成する各要素を明らかにすること

を目的としたさらなる試掘調査等も必要と思われる。

【引用文献】

大場利夫・桐井力蔵 １９５８ 『岩内遺跡』岩内町・町教育委員会

岩内町教育委員会 編 ２００４ 『岩内町東山１遺跡』町道１０８号線特殊改良一種工事整備事業に伴う埋蔵文

化財調査報告書 同委員会

岩内町教育委員会 編 ２０１０ 『岩内町東山１遺跡Ⅱ』岩内町公共下水道工事汚水管渠敷設及び斎場新設に

伴う埋蔵文化財保護のための工事立会 同委員会

岩内町教育委員会 編 ２０１５ 『岩内町東山１遺跡Ⅲ』東山墓地平成２２～２６年度墓石新設・建替及び平成２４

年度排水管新設に伴う埋蔵文化財保護のための工事立会 同委員会

阪口豊 １９６２ 「岩内・瀬棚地方段丘堆積物の花粉分析」『第四紀研究』２巻４・５号
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図�－１１ 東山１遺跡調査成果概要図（図の上が北を示す）
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表�－３ 道指定有形文化財一覧

符号 品 名 型 式 状態 符号 品 名 型 式 状態 符号 品 名 型 式 状態
A�１ 土器 円筒下層式 完型 A�６６ 石ゾク 完型品 A�１３１ 石小刀 大円型スクレーパー 完型品
A�２ 土器 円筒下層式 完型 A�６７ 石ゾク 完型品 A�１３２ 石小刀 大円型スクレーパー 完型品
A�３ 土器 円筒下層式 完型 A�６８ 石ゾク 完型品 A�１３３ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�４ 土器 円筒下層式 完型 A�６９ 石ゾク 完型品 A�１３４ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�５ 土器 円筒下層式 完型 A�７０ 石ゾク 完型品 A�１３５ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�６ 土器 円筒下層式 完型 A�７１ 石ゾク 完型品 A�１３６ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�７ 土器 円筒下層式 完型 A�７２ 石ゾク 完型品 A�１３７ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�８ 土器 円筒下層式 完型 A�７３ 石ゾク 完型品 A�１３８ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�９ 土器 円筒下層式 完型 A�７４ 石ゾク 完型品 A�１３９ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�１０ 土器 円筒下層式 完型 A�７５ 石ゾク 完型品 A�１４０ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�１１ 土器 円筒下層式 完型 A�７６ 石ゾク 完型品 A�１４１ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�１２ 土器 円筒下層式 中間 完型 A�７７ 石ゾク 完型品 A�１４２ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�１３ 土器 円筒下層式 中間 完型 A�７８ 石ゾク 完型品 A�１４３ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�１４ 土器 円筒下層式 中間 完型 A�７９ 石ゾク 完型品 A�１４４ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�１５ 土器 円筒下層式 完型 A�８０ 石ゾク 完型品 A�１４５ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�１６ 土器 円筒下層式 中間 完型 A�８１ 石ゾク 完型品 A�１４６ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�１７ 土器 円筒上層式 完型 A�８２ 石ゾク 完型品 A�１４７ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�１８ 土器 円筒上層式 完型 A�８３ 石ゾク 完型品 A�１４８ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�１９ 土器 円筒上層式 完型 A�８４ 石ゾク 完型品 A�１４９ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�２０ 土器 円筒上層式 完型 A�８５ 石ゾク 完型品 A�１５０ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�２１ 土器 円筒上層式 完型 A�８６ 石ゾク 完型品 A�１５１ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�２２ 土器 円筒上層式 完型 A�８７ 石ゾク 完型品 A�１５２ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�２３ 土器 円筒上層式 完型 A�８８ 石ゾク 完型品 A�１５３ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�２４ 土器 円筒上層式 完型 A�８９ 石ゾク 完型品 A�１５４ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�２５ 土器 円筒下層式 完型 A�９０ 石ゾク 完型品 A�１５５ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�２６ 土器 円筒上層式 完型 A�９１ 石ゾク 完型品 A�１５６ 石小刀 不整型スクレイパー 完型品
A�２７ 土器 円筒上層式 完型 A�９２ 石ゾク 完型品 A�１５７ 尖頭器用石器
A�２８ 装身具 加工品 A�９３ 石キリ 完型品 A�１５８ 尖頭器用石器
A�２９ 装身具 未加工 A�９４ 石キリ 完型品 A�１５９ 尖頭器用石器
A�３０ 装身具 A�９５ 有柄石小刀 完型品 A�１６０ 尖頭器用石器
A�３１ 装身具 A�９６ 有柄石小刀 完型品 A�１６１ 庖丁型石器 （石鋸） 完型品
A�３２ 石オノ 磨製品 完型品 A�９７ 有柄石小刀 完型品 A�１６２ 庖丁型石器 （石鋸） 完型品
A�３３ 石オノ 磨製品 完型品 A�９８ 有柄石小刀 完型品 A�１６３ 庖丁型石器 （石鋸） 完型品
A�３４ 石オノ 磨製品 完型品 A�９９ 有柄石小刀 完型品 A�１６４ 庖丁型石器 （石鋸） 完型品
A�３５ 石オノ 磨製品 完型品 A�１００ 有柄石小刀 完型品 A�１６５ 庖丁型石器 （石鋸） 完型品
A�３６ 石オノ 磨製品 完型品 A�１０１ 有柄石小刀 完型品 A�１６６ 庖丁型石器 （石鋸） 完型品
A�３７ 石オノ 磨製品 完型品 A�１０２ 有柄石小刀 完型品 A�１６７ 庖丁型石器 （石鋸） 完型品
A�３８ 石オノ 磨製品 完型品 A�１０３ 有柄石小刀 完型品 A�１６８ 庖丁型石器 （石鋸） 完型品
A�３９ 石オノ 磨製品 完型品 A�１０４ 有柄石小刀 完型品 A�１６９ 庖丁型石器 （石鋸） 完型品
A�４０ 石オノ 磨製品 未完型 A�１０５ 有柄石小刀 完型品 A�１７０ 庖丁型石器 （石鋸） 完型品
A�４１ 石オノ 磨製品 未完型 A�１０６ 有柄石小刀 完型品 A�１７１ 庖丁型石器 （石鋸） 完型品
A�４２ 石オノ 磨製品 未完型 A�１０７ 有柄石小刀 完型品 A�１７２ 庖丁型石器 （石鋸） 完型品
A�４３ 石オノ 磨製品 未完型 A�１０８ 有柄石小刀 完型品 A�１７３ 庖丁型石器 （石鋸） 完型品
A�４４ 石オノ 磨製品 未完型 A�１０９ 有柄石小刀 完型品 A�１７４ 石冠 完型品
A�４５ 石オノ 磨製品 未完型 A�１１０ 有柄石小刀 完型品 A�１７５ 石冠 完型品
A�４６ 石オノ 磨製品 未完型 A�１１１ 有柄石小刀 完型品 A�１７６ 石冠 完型品
A�４７ 石オノ 磨製品 未完型 A�１１２ 有柄石小刀 完型品 A�１７７ 石冠 完型品
A�４８ 石オノ 磨製品 未完型 A�１１３ 有柄石小刀 完型品 A�１７８ 石冠 完型品
A�４９ 石オノ 磨製品 未完型 A�１１４ 有柄石小刀 完型品 A�１７９ 石冠 完型品
A�５０ 石オノ 磨製品 未完型 A�１１５ 有柄石小刀 完型品 A�１８０ 石冠 完型品
A�５１ 石オノ 磨製品 未完型 A�１１６ 有柄石小刀 完型品 A�１８１ 石冠 完型品
A�５２ 石オノ 磨製品 未完型 A�１１７ 有柄石小刀 完型品 A�１８２ 石冠 完型品
A�５３ 石ノミ 磨製品 完型品 A�１１８ 有柄石小刀 完型品 A�１８３ 石冠 完型品
A�５４ 石オノ 打製 完型品 A�１１９ 有柄石小刀 不整型スクレーパー 完型品 A�１８４ 石冠 完型品
A�５５ 石オノ 打製 完型品 A�１２０ 有柄石小刀 不整型スクレーパー 完型品 A�１８５ 石冠 完型品
A�５６ 石オノ 打製 完型品 A�１２１ 有柄石小刀 不整型スクレーパー 完型品 A�１８６ 石冠 完型品
A�５７ 石ヤリ 完型品 A�１２２ 有柄石小刀 不整型スクレーパー 完型品 A�１８７ 石冠 完型品
A�５８ 石ヤリ 完型品 A�１２３ 有柄石小刀 不整型スクレーパー 完型品 A�１８８ 石冠 完型品
A�５９ 石ヤリ 完型品 A�１２４ 有柄石小刀 不整型スクレーパー 完型品 A�１８９ 石皿 完型品
A�６０ 石ヤリ 完型品 A�１２５ 有柄石小刀 不整型スクレーパー 完型品 A�１９０ 石垂 完型品
A�６１ 石ヤリ 完型品 A�１２６ 石小刀 大円型スクレーパー 完型品 A�１９１ 石垂 完型品
A�６２ 石ヤリ 完型品 A�１２７ 石小刀 大円型スクレーパー 完型品 A�１９２ 石垂 完型品
A�６３ 石ヤリ 完型品 A�１２８ 石小刀 大円型スクレーパー 完型品 A�１９３ 石垂 完型品
A�６４ 石ヤリ 完型品 A�１２９ 石小刀 大円型スクレーパー 完型品 A�１９４ 凹石 （発火器） 完型品
A�６５ 石ゾク 完型品 A�１３０ 石小刀 大円型スクレーパー 完型品 A�１９５ 凹石 完型品

北海道文化財指定申請資料写真有形文化財東山遺跡発掘品（土器、石器類）１９５点 岩内町教育委員会
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表�－４ 道指定有形文化財詳細内容一覧

土 器

指定
番号

種 別
分 類 高 さ

（�）
口 径
（�）

最大幅
（�）

底 径
（�） 特 徴

図版
番号（文化財指定時） 現時点での分類

A�１ 土器 円筒下層式 縄文前期後半
A�２ 土器 円筒下層式 縄文前期後半
A�３ 土器 円筒下層式 （縄文前期後半）
A�４ 土器 円筒下層式 縄文前期後半

A�５ 土器 円筒下層式 縄文前期後半 ４３．５ ２４．０ 同左 １３．０
多軸絡条体
第２地点第５層出土 ５０図掲載

Ⅱ�１０

A�６ 土器 円筒下層式 縄文前期後半 ２５．２ １８．３ １８．８ １４．０
口縁～胴部。底部も残るが接合
していない。多軸絡状体

Ⅱ�１０

A�７ 土器 円筒下層式 縄文前期後半 ２１．８ １７．０ 同左 １０．０ 口縁部縄線文、胴部撚糸文 Ⅱ�１０
A�８ 土器 円筒下層式 縄文前期後半
A�９ 土器 円筒下層式 縄文前期後半 ３６．５ ２６．５ 同左 １７．０ 第２地点第３層出土４４図掲載 Ⅱ�１０
A�１０ 土器 円筒下層式 縄文前期後半 ２５．０ １８．０ 同左 （１０．０） 口縁～底部。無文 Ⅱ�１０
A�１１ 土器 円筒下層式 （縄文前期後半）
A�１２ 土器 円筒下層式 縄文前期後半

A�１３ 土器 円筒下層式 縄文前期後半 １９．４ １３．０ 同左 １０．０
LR横回転縄文
第１地点第３層出土８図掲載

Ⅱ�１１

A�１４ 土器 円筒下層式 縄文前期後半 １３．０ １３．０ 同左 ８．０ 口縁～底部。結束羽状縄文 Ⅱ�１１
A�１５ 土器 円筒下層式 縄文前期後半 ２１．８ １６．０ 同左 ８．２ 口縁部縄線文、撚糸文 Ⅱ�１１
A�１６ 土器 円筒下層式 （縄文前期後半）
A�１７ 土器 円筒上層式 縄文中期前半 ３７．５ ３４．０ 同左 （２０．４） 口縁～胴部。結束羽状縄文 Ⅱ�１１
A�１８ 土器 円筒上層式 縄文中期前半 ４０．０ （３１．３） 同左 １６．０ 第１地点第３層出土１２図掲載 Ⅱ�１１

A�１９ 土器 円筒上層式 縄文中期前半 （４０．８） （２２．０） 同左 （１３．０）
口縁部のみ。
第１地点第３層出土 １１図掲載

Ⅱ�１２

A�２０ 土器 円筒上層式 （縄文中期前半）

A�２１ 土器 円筒上層式 縄文中期前半 ２７．０ ２０．３ 同左 １０．０
結束羽状縄文
第１地点第３層出土 １０図掲載

Ⅱ�１２

A�２２ 土器 円筒上層式 縄文中期前半 ２２．５ １９．０ 同左 １０．０
口縁～底部。口縁に刻み、LR
横回転縄文

Ⅱ�１２

A�２３ 土器 円筒上層式 縄文中期前半 ２３．３ （１７．０） 同左 １０．０
口縁～底部。結束羽状縄文
第２地点第３層出土４３図掲載

Ⅱ�１２

A�２４ 土器 円筒上層式 縄文中期前半 ２４．０ （２０．０） 同左 （１２．０）
口縁～胴部、一部底部 LR横
回転縄文

Ⅱ�１２

A�２５ 土器 円筒上層式 縄文中期前半 １３．８ １５．５ １６．０ ― 口縁～胴部 結節斜行縄文 Ⅱ�１３

A�２６ 土器 円筒上層式 縄文中期前半 １８．８ １４．０ 同左 ９．０
LR横回転 口唇部に刻み
第２地点第３層出土４２図掲載

Ⅱ�１３

A�２７ 土器 円筒上層式 縄文中期前半 １２．０ ９．６ 同左 ７．０
完形 LR横回転縄文
第１地点第３層出土８図掲載

Ⅱ�１３

※（ ）は申請写真から判断した

石器、土・石製品

指定
番号

種 別
分 類 高 さ

（�）
幅

（�）
厚 さ
（�）

重 量
（�） 石 材 特 徴

図版
番号（文化財指定時） 現時点での分類

A�２８ 石製品 装身具 玉 ４．６ ３．５ ２．２ ７０．４ ヒスイ
第２地点第３層出土
５４図掲載

Ⅱ�１３

A�２９ 石製品 装身具 玉？ ６．５ ５．６ ４．１ ２１５．０ めのう Ⅱ�１３

A�３０ 土製品 装身具 環状土製品 ３．９ １．５ ０．９ １０．６ 土製品
第２地点第３層出土
５４図掲載

Ⅱ�１３

A�３１ 石製品 装身具 玉？ ４．９ ３．９ ２．１ ４１．８ 安山岩
第２地点第３層出土
５４図掲載

Ⅱ�１３

A�３２ 石器 石オノ 石斧 １０．４ ５．０ ２．８ ２４７．５ 泥岩 Ⅱ�１４
A�３３ 石器 石オノ 石斧 ９．６ ４．５ ２．３ １７３．５ 泥岩 Ⅱ�１４
A�３４ 石器 石オノ 石斧 １１．２ ５．５ ２．５ ２６０．５ 片岩 Ⅱ�１４
A�３５ 石器 石オノ 石斧 １０．９ ５．１ ２．２ ２１８．５ 片岩 未成品 Ⅱ�１４
A�３６ 石器 石オノ 石斧 １２．７ ４．７ ２．２ ２４６．０ 片岩 Ⅱ�１４
A�３７ 石器 石オノ 石斧 １１．９ ４．５ １．４ ９９．５ 片岩 Ⅱ�１４

A�３８ 石器 石オノ 石斧 １３．０ ３．２ １．４ ８９．９ 片岩
第２地点第４層出土
５６図掲載

Ⅱ�１４

A�３９ 石器 石オノ 石斧 ９．９ ４．３ １．０ ７２．８ 泥岩
未成品
第２地点第３層出土
５４図掲載

Ⅱ�１４

A�４０ 石器 石オノ 石斧 ９．５ ４．３ ２．７ ２１６．５ 泥岩 未成品 Ⅱ�１４
A�４１ 石器 石オノ 石斧 （９．９） ４．９ ２．４ １９７．５ 泥岩 Ⅱ�１４
A�４２ 石器 石オノ 石斧 （８．８） ６．５ ２．２ ２７４．０ 泥岩 Ⅱ�１４

重要遺跡確認調査報告書
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指定
番号

種 別
分 類 高 さ

（�）
幅

（�）
厚 さ
（�）

重 量
（�） 石 材 特 徴

図版
番号（文化財指定時） 現時点での分類

A�４３ 石器 石オノ 石斧 （９．８） ６．１ ２．２ ２７６．０ 片岩
第１地点第３層出土
１５図掲載

Ⅱ�１４

A�４４ 石器 石オノ 石斧 （７．７） ３．２ ２．６ １６１．０ 片岩 Ⅱ�１４

A�４５ 石器 石オノ 石斧 （８．７） ３．６ ２．４ １３１．０ 泥岩
第２地点第５層出土
５７図掲載

Ⅱ�１４

A�４６ 石器 石オノ 石斧 （８．０） ５．０ １．４ ９１．９ 片岩 Ⅱ�１４
A�４７ 石器 石オノ 石斧 （６．７） ３．７ ２．０ ８５．５ 泥岩 Ⅱ�１４
A�４８ 石器 石オノ 石斧 （８．０） ５．７ ０．７ １１１．２ 片岩 未成品 Ⅱ�１５

A�４９ 石器 石オノ 石斧 （６．４） ３．２ １．１ ４１．８ 片岩
第２地点第４層出土
５６図掲載

Ⅱ�１５

A�５０ 石器 石オノ 石斧 （６．５） ３．１ ０．８ ３０．４ 片岩 Ⅱ�１５

A�５１ 石器 石オノ 石斧 （６．２） ２．６ ０．６ ２４．２ 片岩
第２地点第５層出土
５７図掲載

Ⅱ�１５

A�５２ 石器 石オノ 石斧 （１１．５） （１１．５） ４．５ ３１３．５ 泥岩 Ⅱ�１５

A�５３ 石器 石ノミ 石のみ （７．６） １．６ ０．９ ２２．９ 片岩
第２地点第３層出土
５４図掲載

Ⅱ�１５

A�５４ 石器 石オノ 石斧 ７．２ ７．２ ７．２ ３４２．５ 安山岩 Ⅱ�１５

A�５５ 石器 石オノ 両面調整石器 ５．６ ５．６ ５．６ １４８．５ 頁岩
第２地点第５層出土
５７図掲載

Ⅱ�１５

A�５６ 石器 石オノ 両面調整石器 ５．２ ５．２ ５．２ ２３２．５ 頁岩
第１地点第４�５層
出土 １６図掲載

Ⅱ�１５

A�５７ 石器 石ヤリ 石槍またはナイフ ３．５ ３．５ １．１ ４６．７ 頁岩
第２地点第４層出土
５５図掲載

Ⅱ�１５

A�５８ 石器 石ヤリ 石槍またはナイフ １０．０ ３．５ １．４ ３２．３ 頁岩
第１地点第４�５層
出土 １６図掲載

Ⅱ�１５

A�５９ 石器 石ヤリ 石槍またはナイフ ９．２ ２．９ １．２ １９．４ 頁岩 Ⅱ�１５

A�６０ 石器 石ヤリ 石槍またはナイフ ７．４ ２．３ ０．６ ２７．１ 頁岩
第１地点第４�５層
出土 １６図掲載

Ⅱ�１５

A�６１ 石器 石ヤリ 石槍またはナイフ ６．５ ３．０ １．０ １６．８ 黒曜石 Ⅱ�１５

A�６２ 石器 石ヤリ 石槍またはナイフ ６．０ ３．２ ０．９ １７．２ 黒曜石
第２地点第５層出土
５７図掲載

Ⅱ�１５

A�６３ 石器 石ヤリ 石槍またはナイフ ６．４ ２．４ ０．８ １２．４ 黒曜石
第２地点第４層出土
５５図掲載

Ⅱ�１５

A�６４ 石器 石ヤリ 石槍またはナイフ ５．７ ２．５ ０．７ １０．８ 頁岩 Ⅱ�１５

A�６５ 石器 石ゾク 石鏃 ４．９ ２．６ ０．６ ６．６ 頁岩
第２地点第３層出土
５４図掲載

Ⅱ�１６

A�６６ 石器 石ゾク 石鏃 ４．９ １．７ ０．５ ３．０ 黒曜石
第２地点第５層出土
５７図掲載

Ⅱ�１６

A�６７ 石器 石ゾク 石鏃 ４．１ １．７ ０．４ ３．３ 頁岩
第１地点第３層出土
１５図掲載

Ⅱ�１６

A�６８ 石器 石ゾク 石鏃 ４．６ １．９ ０．５ ２．９ 黒曜石 Ⅱ�１６

A�６９ 石器 石ゾク 石鏃 ３．２ １．７ ０．４ ２．４ 黒曜石
第１地点第３層出土
１５図掲載

Ⅱ�１６

A�７０ 石器 石ゾク 石鏃 ３．６ １．８ ０．４ １．５ 黒曜石
第２地点第３層出土
５４図掲載

Ⅱ�１６

A�７１ 石器 石ゾク 石鏃 ３．９ １．５ ０．４ ２．４ 頁岩 Ⅱ�１６
A�７２ 石器 石ゾク 石鏃 ３．６ １．８ ０．３ ２．２ 頁岩 Ⅱ�１６
A�７３ 石器 石ゾク 石鏃 ３．７ １．６ ０．４ １．８ 黒曜石 Ⅱ�１６

A�７４ 石器 石ゾク 石鏃 ４．５ １．５ ０．３ ２．０ 頁岩
第２地点第６層出土
５９図掲載

Ⅱ�１６

A�７５ 石器 石ゾク 石鏃 （４．０） １．３ ０．４ １．９ 頁岩 Ⅱ�１６

A�７６ 石器 石ゾク 石鏃 （３．４） １．５ ０．４ １．９ 黒曜石
第１地点第３層出土
１５図掲載

Ⅱ�１６

A�７７ 石器 石ゾク 石鏃 ２．８ １．４ ０．４ １．７ 頁岩 Ⅱ�１６
A�７８ 石器 石ゾク 石鏃 ３．０ １．４ ０．３ １．６ 頁岩 Ⅱ�１６
A�７９ 石器 石ゾク 石鏃 ３．３ １．４ ０．３ １．５ 頁岩 Ⅱ�１６
A�８０ 石器 石ゾク 石鏃 ３．４ １．２ ０．４ １．４ 頁岩 Ⅱ�１６

A�８１ 石器 石ゾク 石鏃 ３．０ １．２ ０．５ １．３ 黒曜石
第２地点第５層出土
５７図掲載 被熱

Ⅱ�１６

A�８２ 石器 石ゾク 石鏃 ３．３ １．７ ０．４ １．９ 黒曜石 被熱 Ⅱ�１６
A�８３ 石器 石ゾク 石鏃 ２．９ １．４ ０．２ ０．９ 黒曜石 Ⅱ�１６
A�８４ 石器 石ゾク 石鏃 ３．２ １．４ ０．３ １．２ 黒曜石 Ⅱ�１６
A�８５ 石器 石ゾク 石鏃 ２．７ １．４ ０．３ １．２ 黒曜石 Ⅱ�１６

A�８６ 石器 石ゾク 石鏃 ３．１ １．８ ０．５ ２．７ 黒曜石
第２地点第３層出土
５４図掲載

Ⅱ�１６

A�８７ 石器 石ゾク 石鏃 ３．４ １．７ ０．５ ２．０ 黒曜石 被熱 Ⅱ�１６
A�８８ 石器 石ゾク 石鏃 ２．７ １．６ ０．４ １．３ 黒曜石 Ⅱ�１６
A�８９ 石器 石ゾク 石鏃 ３．５ １．６ ０．４ １．４ 黒曜石 Ⅱ�１６
A�９０ 石器 石ゾク 石鏃 ３．２ １．１ ０．５ １．３ 頁岩 Ⅱ�１６
A�９１ 石器 石ゾク 石鏃 １．８ １．５ ０．４ ０．８ 黒曜石 Ⅱ�１６
A�９２ 石器 石ゾク 石鏃 ２．２ １．２ ０．２ ０．６ 黒曜石 Ⅱ�１６

Ⅱ 岩内町東山１遺跡の調査
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指定
番号

種 別
分 類 高 さ

（�）
幅

（�）
厚 さ
（�）

重 量
（�） 石 材 特 徴

図版
番号（文化財指定時） 現時点での分類

A�９３ 石器 石キリ 石錐 ５．５ １．０ ０．６ ４．１ 頁岩 Ⅱ�１６

A�９４ 石器 石キリ 石錐 ３．９ ３．１ ０．８ ７．９ 黒曜石
第２地点第４層出土
５５図掲載

Ⅱ�１６

A�９５ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ９０．０ ３．５ ０．９ １９．９ 頁岩
第１地点第３層出土
１５図掲載

Ⅱ�１７

A�９６ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ８．０ ３．０ １．３ ３２．４ 頁岩
第１地点第３層出土
１５図掲載

Ⅱ�１７

A�９７ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ （８．８） ２．６ ０．８ １３．４ 頁岩
第２地点第５層出土
５８図掲載

Ⅱ�１７

A�９８ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ７．４ ３．１ １．７ ２６．２ 頁岩
第２地点第５層出土
５８図掲載

Ⅱ�１７

A�９９ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ８．１ ２．９ １．５ ２４．３ 頁岩 Ⅱ�１７
A�１００ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ７．８ ４．０ １．０ １９．９ 頁岩 Ⅱ�１７
A�１０１ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ７．４ ４．１ ０．９ １６．８ 頁岩 Ⅱ�１７

A�１０２ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ７．２ ２．３ ２．０ １４．６ 頁岩
第２地点第４層出土
５５図掲載

Ⅱ�１７

A�１０３ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ７．１ ２．２ ０．４ ６．８ 頁岩
第２地点第５層出土
５８図掲載

Ⅱ�１７

A�１０４ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ７．０ ２．３ ０．８ ８．９ 頁岩 Ⅱ�１７
A�１０５ 石器 有柄石小刀 スクレイパー？ ７．３ ２．８ １．２ ２０．９ 頁岩 Ⅱ�１７
A�１０６ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ７．７ ２．６ ０．８ １４．８ 頁岩 Ⅱ�１７

A�１０７ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ７．６ ２．５ １．１ １６．０ 頁岩
第２地点第４層出土
５５図掲載

Ⅱ�１７

A�１０８ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ６．１ ２．６ １．０ ９．８ 頁岩 Ⅱ�１７

A�１０９ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ５．６ ２．３ ０．８ ７．０ 頁岩
第２地点第３層出土
５４図掲載

Ⅱ�１７

A�１１０ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ５．４ ２．４ ０．６ ６．１ 頁岩 Ⅱ�１７

A�１１１ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ５．６ ２．５ ０．４ １０．０ 頁岩
第２地点第４層出土
５５図掲載

Ⅱ�１７

A�１１２ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ６．３ ３．０ １．３ １４．８ 頁岩
第２地点第５層出土
５８図掲載

Ⅱ�１７

A�１１３ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ６．３ ２．４ １．５ １２．７ 頁岩 Ⅱ�１７

A�１１４ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ６．１ ３．０ １．１ １５．０ 頁岩
第２地点第５層出土
５８図掲載

Ⅱ�１７

A�１１５ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ６．６ ３．１ ０．８ ９．９ 頁岩
第２地点第３層出土
５４図掲載

Ⅱ�１７

A�１１６ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ （５．６） ３．１ ０．９ １６．６ 頁岩 Ⅱ�１７

A�１１７ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ８．５ ３．１ １．１ ４２．３ 頁岩
第２地点第４層出土
５５図掲載

Ⅱ�１７

A�１１８ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ７．１ ４．５ ０．９ ２３．８ 頁岩 Ⅱ�１７

A�１１９ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ６．５ ４．６ ０．６ １８．３ 頁岩
第２地点第５層出土
５８図掲載

Ⅱ�１７

A�１２０ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ４．７ ３．８ １．１ ９．６ 黒曜石
第２地点第５層出土
５８図掲載

Ⅱ�１７

A�１２１ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ５．０ ３．７ ０．４ ９．８ 頁岩 Ⅱ�１７
A�１２２ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ４．５ ２．９ ０．５ ５．０ 頁岩 Ⅱ�１７
A�１２３ 石器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ４．２ ２．８ ０．８ ６．５ 黒曜石 Ⅱ�１７

A�１２４ 石製品 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ４．０ ５．６ １．１ ２１．９ 頁岩
第２地点第４層出土
５５図掲載

Ⅱ�１８

A�１２５ 土器 有柄石小刀 つまみ付きナイフ ４．８ ６．０ ０．７ １７．０ 頁岩
第２地点第５層出土
５８図掲載

Ⅱ�１８

A�１２６ 土製品 石小刀 つまみ付きナイフ ８．８ ５．３ １．４ ６０．３ 頁岩
第２地点第６層出土
６０図掲載

Ⅱ�１８

A�１２７ 石器 石小刀 スクレイパー ８．０ ４．５ ２．３ ８１．３ 頁岩
第２地点第６層出土
６０図掲載

Ⅱ�１８

A�１２８ 石器 石小刀 スクレイパー ７．５ ４．７ １．３ ３１．９ 頁岩
第２地点第６層出土
６０図掲載

Ⅱ�１８

A�１２９ 石器 石小刀 スクレイパー ５．１ ７．８ １．８ ６１．７ 頁岩
第２地点第４層出土
５６図掲載

Ⅱ�１８

A�１３０ 石器 石小刀 スクレイパー ７．６ ４．５ １．１ ３４．１ 頁岩 Ⅱ�１８
A�１３１ 石器 石小刀 スクレイパー ８．３ ４．０ １．４ ４５．３ 頁岩 Ⅱ�１８

A�１３２ 石器 石小刀 スクレイパー ８．４ ４．６ ２．１ １１３．４ 安山岩
第２地点第６層出土
６１図掲載

Ⅱ�１８

A�１３３ 石器 石小刀 スクレイパー １３．９ ７．５ ４．２ ３０６．０ 頁岩 Ⅱ�１８
A�１３４ 石器 石小刀 スクレイパー ８．０ ６．３ ２．１ ９９．７ 頁岩 Ⅱ�１８
A�１３５ 石器 石小刀 スクレイパー ７．１ ７．１ １．９ ６９．９ 頁岩 Ⅱ�１８
A�１３６ 石器 石小刀 スクレイパー ７．３ ６．６ １．３ ５０．０ 頁岩 Ⅱ�１８
A�１３７ 石器 石小刀 スクレイパー ９．１ ５．６ １．３ ５４．９ 頁岩 Ⅱ�１８
A�１３８ 石器 石小刀 スクレイパー ７．１ ５．５ ２．１ ６０．３ 頁岩 Ⅱ�１８

A�１３９ 石器 石小刀 スクレイパー ５．８ ５．８ １．４ ３１．９ 頁岩
第２地点第６層出土
５９図掲載

Ⅱ�１８

重要遺跡確認調査報告書
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※「特徴」欄の図掲載は『岩内遺跡』１９５８掲載の図番号を示す。

※「分類」についての詳細は次年度あらためて調査報告する予定である。

指定
番号

種 別
分 類 高 さ

（�）
幅

（�）
厚 さ
（�）

重 量
（�） 石 材 特 徴

図版
番号（文化財指定時） 現時点での分類

A�１４０ 石器 石小刀 スクレイパー ５．６ ５．４ １．３ ２９．５ 頁岩 Ⅱ�１９
A�１４１ 石器 石小刀 スクレイパー ５．１ ３．６ １．１ １７．４ 頁岩 Ⅱ�１９
A�１４２ 石器 石小刀 スクレイパー ５．０ ３．９ １．４ ２２．４ 頁岩 Ⅱ�１９
A�１４３ 石器 石小刀 スクレイパー ４．３ ４．０ １．０ １２．７ 頁岩 Ⅱ�１９
A�１４４ 石器 石小刀 スクレイパー ５．７ ５．４ ０．９ ２１．７ 頁岩 Ⅱ�１９
A�１４５ 石器 石小刀 スクレイパー ６．７ ３．０ ０．９ １２．９ 頁岩 Ⅱ�１９

A�１４６ 石器 石小刀 スクレイパー ６．４ ２．９ １．５ ２０．１ 頁岩
第２地点第５層出土
５８図掲載

Ⅱ�１９

A�１４７ 石器 石小刀 スクレイパー ６．４ ５．０ １．１ １６．９ 頁岩 Ⅱ�１９

A�１４８ 石器 石小刀 スクレイパー ７．３ ２．９ １．６ ２１．６ 頁岩
第１地点第３層出土
１５図掲載

Ⅱ�１９

A�１４９ 石器 石小刀 スクレイパー ６．６ ３．５ １．３ １８．７ 頁岩 Ⅱ�１９
A�１５０ 石器 石小刀 スクレイパー ６．９ ４．４ １．４ ２６．１ 頁岩 Ⅱ�１９

A�１５１ 石器 石小刀 スクレイパー ６．６ ４．７ １．４ ２５．２ 頁岩
第２地点第６層出土
５９図掲載

Ⅱ�１９

A�１５２ 石器 石小刀 スクレイパー ７．４ ３．１ １．６ ２５．７ 頁岩 Ⅱ�１９
A�１５３ 石器 石小刀 スクレイパー ５．２ ３．０ １．２ １７．４ 頁岩 Ⅱ�１９
A�１５４ 石器 石小刀 スクレイパー ５．５ ２．３ ０．８ ７．３ 頁岩 Ⅱ�１９
A�１５５ 石器 石小刀 スクレイパー ５．５ ２．８ １．３ １５．０ 頁岩 Ⅱ�１９
A�１５６ 石器 石小刀 スクレイパー ６．９ ３．１ １．５ １８．３ 頁岩 Ⅱ�１９
A�１５７ 石器 尖頭器用石器 スクレイパー １０．８ ４．４ ２．７ １２６．５ 頁岩 Ⅱ�１９
A�１５８ 石器 尖頭器用石器 スクレイパー ９．８ ４．１ ２．８ ８４．１ 頁岩 Ⅱ�１９
A�１５９ 石器 尖頭器用石器 スクレイパー ９．１ ３．７ ２．４ ８８．８ 頁岩 Ⅱ�１９

A�１６０ 石器 尖頭器用石器 石槍またはナイフ ８．９ ４．３ １．８ ５２．４ 頁岩
第２地点第６層出土
５９図掲載

Ⅱ�１９

A�１６１ 石器 庖丁型石器 扁平状打製石器 ８．９ １８．８ ２．４ ４８０．０ 安山岩 Ⅱ�２０
A�１６２ 石器 庖丁型石器 扁平状打製石器 ７．６ １５．８ １．６ ２４０．０ 安山岩 Ⅱ�２０
A�１６３ 石器 庖丁型石器 扁平状打製石器 ９．３ １５．４ １．６ ４７０．０ 安山岩 Ⅱ�２０

A�１６４ 石器 庖丁型石器 扁平状打製石器 ９．０ １５．６ ２．７ ５２０．０ 安山岩
第２地点第４層出土
５６図掲載

Ⅱ�２０

A�１６５ 石器 庖丁型石器 扁平状打製石器 １０．２ １６．１ ２．６ ６１０．０ 安山岩 Ⅱ�２０
A�１６６ 石器 庖丁型石器 扁平状打製石器 １０．８ １５．３ ２．３ ５５０．０ 安山岩 Ⅱ�２０
A�１６７ 石器 庖丁型石器 扁平状打製石器 １１．０ １６．５ ２．７ ７２０．０ 安山岩 Ⅱ�２０
A�１６８ 石器 庖丁型石器 扁平状打製石器 ８．１ １４．８ ３．１ ４２０．０ 安山岩 Ⅱ�２０
A�１６９ 石器 庖丁型石器 扁平状打製石器 ８．０ １５．０ ５．１ ２６０．０ 安山岩 Ⅱ�２０
A�１７０ 石器 庖丁型石器 扁平状打製石器 ７．５ １６．４ ２．９ ３７０．０ 安山岩 Ⅱ�２０
A�１７１ 石器 庖丁型石器 扁平状打製石器 １０．０ １４．６ ２．２ ４５０．０ 安山岩 Ⅱ�２０
A�１７２ 石器 庖丁型石器 扁平状打製石器 ７．５ １６．３ ２．６ ３８０．０ 安山岩 Ⅱ�２０
A�１７３ 石器 庖丁型石器 扁平状打製石器 １２．０ １８．１ １．２ ３１０．０ 安山岩 Ⅱ�２０
A�１７４ 石器 石冠 北海道式石冠 １２．２ １３．８ ６．４ １１７０．０ 安山岩 Ⅱ�２１
A�１７５ 石器 石冠 北海道式石冠 １０．７ １５．１ ７．３ １４００．０ 安山岩 Ⅱ�２１
A�１７６ 石器 石冠 北海道式石冠 ８．８ １４．１ ６．３ ９２０．０ 安山岩 Ⅱ�２１
A�１７７ 石器 石冠 北海道式石冠 １２．６ １７．８ ８．６ ２４９０．０ 安山岩 Ⅱ�２１
A�１７８ 石器 石冠 北海道式石冠 ８．０ １４．１ ６．４ ８８０．０ 安山岩 Ⅱ�２１
A�１７９ 石器 石冠 北海道式石冠 ８．９ １２．２ ５．５ ９１０．０ 安山岩 Ⅱ�２１
A�１８０ 石器 石冠 北海道式石冠 １２．２ １３．８ ８．２ １５８０．０ 安山岩 Ⅱ�２１
A�１８１ 石器 石冠 北海道式石冠 １３．０ １７．６ ９．０ ２４６０．０ 安山岩 ６２図掲載 Ⅱ�２１
A�１８２ 石器 石冠 北海道式石冠 １２．８ １２．７ ６．８ １６００．０ 安山岩 Ⅱ�２１
A�１８３ 石器 石冠 北海道式石冠 １１．５ １８．６ ７．２ ２１７０．０ 安山岩 ６２図掲載 Ⅱ�２１
A�１８４ 石器 石冠 北海道式石冠 ９．８ １１．５ ６．７ ８００．０ 安山岩 Ⅱ�２１
A�１８５ 石器 石冠 北海道式石冠 １２．０ １２．３ ７．４ １８３０．０ 安山岩 Ⅱ�２１
A�１８６ 石器 石冠 北海道式石冠 １１．８ １５．８ ７．１ １４８０．０ 安山岩 Ⅱ�２２
A�１８７ 石器 石冠 礫 １２．２ １４．５ ９．１ １５６０．０ 安山岩 ６３図掲載 Ⅱ�２２
A�１８８ 石器 石冠 北海道式石冠 ７．０ ７．１ ５．５ ２６０．０ 安山岩 Ⅱ�２２
A�１８９ 石器 石皿 台石・石皿 ２５．３ ３５．９ ９．４ １３７５０．０ 安山岩 Ⅱ�２３
A�１９０ 石器 石垂 石錘 １２．３ ７．３ ３．１ ４５２．５ 安山岩 Ⅱ�２２
A�１９１ 石器 石垂 北海道式石冠 １５．５ １２．６ ７．９ １６６０．０ 安山岩 Ⅱ�２２

A�１９２ 石器 石垂 石錘 ９．８ １１．９ ３．２ ４９６．５ 安山岩
第２地点第６層出土
６１図掲載

Ⅱ�２２

A�１９３ 石器 石垂 石錘 １２．６ １４．０ １５．０ １１９０．０ 安山岩 Ⅱ�２２
A�１９４ 石器 凹石 たたき石 ７．２ １２．４ ４．０ ４００．５ 安山岩 Ⅱ�２２
A�１９５ 石器 凹石 たたき石 ５．９ １５．０ ３．１ ４４６．５ 安山岩 Ⅱ�２２

Ⅱ 岩内町東山１遺跡の調査
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Ⅲ 湧別町シブノツナイ竪穴住居群の調査

１ 調査の概要

� 調査要項

調 査 名 称 重要遺跡確認調査

調 査 対 象 湧別町シブノツナイ竪穴住居群（埋蔵文化財包蔵地登載番号 I�２１�３５）
北海道指定史跡「シブノツナイ竪穴住居跡」（昭和４２年３月１７日指定）

所 在 地 紋別郡湧別町川西４９９�１・２、９３０、７２２�１・２・３、７１９、７２０、５０３、
５０２�１・２、７１４、７１７、７１８番地

対 象 面 積 １３９，４８６㎡

� 調査の経緯

【調査に至るまで】

本遺跡ではこれまでに２度の発掘調査が行われている。最初は昭和３８年（１９６３年）、網走市立郷土

博物館の米村哲英により３軒の竪穴住居跡が発掘され、カマドの存在や擦文式土器の出土から擦文文

化期の遺跡であることが確認された（米村哲英「北海道紋別郡湧別町字川西シブノツナイ遺跡調査概

報」）。２度目の調査は昭和４１年（１９６６年）、大場利夫を発掘担当者として湧別町が実施した。２軒の擦

文文化期の竪穴住居跡（２３８，３１８号）が調査されたほか、測量調査により竪穴住居跡が６６５軒確認さ

れた。この調査の後の昭和４２年（１９６７年）に北海道の史跡に指定され、指定名称は「シブノツナイ竪

穴住居跡」となった（平成１２年に「シブノツナイ竪穴住居群」と改称）。なお、指定時の竪穴住居跡

軒数は５１５軒である。

【重要遺跡確認調査】

平成２６～２９年度の４年間で、現況平面図の作成及び空中写真撮影などの現況確認調査、竪穴群の構

築時期や分布状況などの確認を目的とした竪穴の発掘調査、既往の調査などに関する関連資料の収集

を行うことが道教委より指示された。

昨年度の調査では、遺跡に関する資料収集、現地踏査及び現況の写真撮影などを行った。特に、年

度末には残雪時の竪穴群を撮影することができ、本報告書に掲載した。

� 調査体制

北海道立埋蔵文化財センター指定管理者 公益財団法人北海道埋蔵文化財センター

理 事 長 越田賢一郎

副 理 事 長 中田 仁

事 務 局 長 山田 寿雄

常 務 理 事 長沼 孝

総 務 部 部長 和田 基興

第１調査部 部長 長沼 孝

普及活用課 課長 鎌田 望

主査 藤井 浩

重要遺跡確認調査報告書
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図�－１ 遺跡の位置と道指定史跡範囲
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第１調査課 主査 吉田裕吏洋

� 調査の経過

本調査は「平成２６～２９年度重要遺跡確認調査実施要領」に基づき、平成２７年５月１９日（火）に道教

委文化財・博物館課と、６月２６日（金）に湧別町教委との打ち合わせを経て計画したものである。

現地周辺は湧別町農業協同組合により牛の放牧地として使用されており、遺跡への進入方法、時期

などについて綿密に打ち合わせを行った。放牧時期の調整や進入時の消毒などについて農協の協力を

得ることが出来た。

調査に先行して９月２９日（火）、３０日（水）に基準杭の設置を㈱シン技術コンサルに委託して行っ

た。

測量調査は平成２７年１０月１日（木）に着手した。最大３名の調査員と４名の作業員により、延べ１０

日にわたって作業を行い、１０月９日（金）に現地の作業を終了した。期間中には大規模な放牧があり、

低気圧及び台風の通過を受け、作業の中断を余儀なくされたこともある。

２ 遺跡周辺の環境

� 遺跡の立地（図Ⅲ－１）

シブノツナイ竪穴住居群は湧別町川西地区に位置する。川西地区は湧別町内の北東部にあたり、北

はオホーツク海に面し、東に湧別川、西はシブノツナイ湖の間にある。地区の大半が２ｍ以下の低地

帯であるが、湧別川の支流センサイ川とシブノツナイ湖との間には海に向かって細長く標高５ｍの段

丘が延びている。この海岸段丘の先端部に竪穴群が立地する。この段丘のセンサイ川に面した側には

川西オホーツク遺跡が立地する。川西オホーツク遺跡では昭和３５年に米村喜男衛により「川西遺跡」

として発掘調査が行われ、オホーツク文化期の竪穴と擦文文化期の竪穴が確認されているが、当時は

シブノツナイ竪穴住居群と川西オホーツク遺跡とは一体のものと考えられていたようである。

� 窪みで残る大規模な竪穴群の分布について（表Ⅲ－１、図Ⅲ－２）

比較の基礎資料作成の手がかりとして、道内に窪みで残る竪穴群について国または道指定史跡を中

心に概観する。

オホーツク海沿岸には北から枝幸町、紋別市、湧別町、北見市常呂町、斜里町、標津町、根室市ま

で竪穴群が分布する。この中には北見市常呂遺跡や標津町標津遺跡群など２０００軒を超える竪穴が確認

されている大規模竪穴群がある。その多くは海岸砂丘上に立地している。時期は擦文文化期を中心に、

オホーツク文化期が含まれるところも多い。また、規模の大きいところでは続縄文時代や縄文時代に

及ぶところもある。

釧路市を中心とした太平洋側では、東から厚岸町、釧路市、大樹町、浦幌町などに分布している。

立地は海岸段丘上に多く、擦文文化期の遺跡がほとんどであるが、十勝地域の竪穴群ではオホーツク

文化期も確認されている。

史跡には指定されていないが、日本海側北部にも幌延町、豊富町、天塩町に大規模な竪穴群が分布

している。幌延町、豊富町にまたがる音類竪穴群は重要遺跡確認調査によって７６５軒の窪みで残る竪

穴を確認した。擦文文化期の竪穴が主体である。

内陸部では石狩川流域の旭川市神居古潭竪穴住居遺跡、千歳川流域の千歳市ウサクマイ遺跡群が知

られている。石狩川流域では旭川市から深川市に至る周辺においても竪穴群が確認されている。また、
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表�－１ 窪みで残る竪穴群一覧（国、道指定史跡を中心に）

地 域 史跡指定区分 遺 跡 名 指 定 日 竪穴数 時 期

オホーツク
海沿岸

道指定 史跡 浜頓別町 浜頓別クッチャロ湖畔竪穴群 S４１．７．７ １７３ 擦文
道指定 史跡 興部町 興部豊野竪穴住居跡 S４３．１２．１８ ４０ 縄文 擦文

道指定 史跡 斜里町 朱円竪穴住居跡群 S４２．６．２２ ７５０ 縄文 続縄文
擦文 オホーツク

道指定 史跡 紋別市 オムサロ台地竪穴群 S３９．１０．３ ２０８ 縄文、続縄文、
オホーツク、擦文

道指定 史跡 湧別町 シブノツナイ竪穴住居跡 S４２．３．１７ （５１５）
指定時

縄文、続縄文、
オホーツク、擦文

湧別町 オホーツク川西遺跡 ４９ 擦文
オホーツク文化

国指定 史跡 北見市 常呂遺跡 S４９．３．１２ ２７０６ 縄文 続縄文
擦文 オホーツク

国指定 史跡 標津町 標津遺跡群
伊茶仁カリカリウス遺跡 S５４．５．２２

２４９６
（＋１８９３）

縄文 続縄文
擦文 オホーツク古道遺跡 S５１．６．２１

三本木遺跡 H１．１０．２０
国指定 史跡 根室市 西月ケ岡遺跡 S５１．８．２８ 約３５０ 擦文

太平洋沿岸

道指定 史跡 浦幌町 十勝オコッペ遺跡 S５１．５．２１ ２０ 擦文
道指定 史跡 浦幌町 十勝太遺跡群 S５１．５．２１ 約５００ 擦文 オホーツク
道指定 史跡 大樹町 十勝ホロカヤントー竪穴群 S４１．７．７ 約１３０ 擦文 オホーツク
道指定 史跡 厚岸町 厚岸神岩砦跡及び竪穴群 S４１．７．７ ７６３ 擦文
国指定 史跡 釧路市 春採台地竪穴群 S１０．１２．２４ ５９ 擦文
国指定 史跡 釧路市 北斗遺跡 S５２．７．１４ ３８６ 縄文 続縄文 擦文

石狩川流域 道指定 史跡 旭川市 神居古潭竪穴住居遺跡 S３２．１２．２０ ２１９ 擦文

千歳川流域 国指定 史跡 千歳市 ウサクマイ遺跡群 S５４．５．２３ ７５ 擦文

日本海沿岸

幌延町
豊富町 音類竪穴群 ７９６ 擦文

天塩町 川口遺跡 ２３０ 続縄文 擦文
オホーツク

図�－２ 窪みで残る竪穴群の位置
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史跡には指定されていないが札幌市内の旧琴似川流域の遺跡なども窪みで残る竪穴群も確認されてい

る。これらのいずれもが擦文文化期のものが主である。

今後、史跡以外の遺跡も含めて竪穴群についての資料収集を行い、成果を報告する予定である。

３ 測量調査

� 調査の方法

【調査対象と範囲】

調査対象は北海道指定史跡「湧別町シブノツナイ竪穴住居跡」の指定範囲内である。史跡の指定範

囲については、昨年度の報告に触れているが、現時点で境界標などを確認できていないため、今回は

指定時の図面を基に地籍図と照合して測量図を作成した。

【測量】

測量作業については、基準点測量や図化を㈱シン技術コンサルに委託し、竪穴の詳細な実測は調査

員、作業員で行った。基準点は現地周辺に３級基準点を３か所設置した。平面直角座標系ⅩⅡ系に基

づき、H２７T１（X＝２８０２３．０３５ Y＝１０５９５４．８５２）、H２７T２（X＝２８１９４．２６７ Y＝１０５８６．３２２）、H２７T３

（X＝２７９４５．３５２ Y＝１０５７４２．６９１）である。水準点は各基準点にH２７T１（４．２９８ｍ）、H２７T２（５．０１０

ｍ）、H２７T３（４．７０２ｍ）に水準点を設置することが出来た。

史跡範囲内には発掘調査のための測量基準杭を５カ所設置した。平面直角座標系（第ⅩⅡ系）に基

づき、№１（X＝２８０００．０ Y＝１０５９００．０ Z＝４．０１３）、№２（X＝２８０５０．０ Y＝１０５９００．０ Z＝４．５１１）、

№３（X＝２８０００．０ Y＝１０５９５０．０ Z＝４．４３７）、№４（X＝２８０５０．０ Y＝１０５９５０．０ Z＝４．２６６）、№５（X

＝２８０００．０ Y＝１０６０００．０ Z＝２．３７１）である。

また、詳細測量に並行して、竪穴の分布範囲を把握するため、簡易ＧＰＳ機器（Garmin 社製 eTrex

Venture）を用いた測量も行った。各竪穴の窪みの中心位置を計測し、座標値を得ることで竪穴の分

布図及び分布範囲図を作成した。簡易ＧＰＳの計測精度は誤差約０．５～１ｍであり、最小の竪穴でも

径１ｍあるので、１０００分の１程度の分布図を作成するには問題ないと思われる。

各竪穴番号については昭和４１年度調査時のものなどがあるが、すでに特定が困難になっているため、

新規に付与することとした。概ね竪穴群の東から西に向かって順に番号を振ったが、保安林内など進

入の困難な場所にある竪穴などについては順不同である。

【現地撮影】（図版Ⅲ－１～１１）

現地での撮影には６×７判のカメラを主体にし、４×５判のカメラとデジタルカメラを用いた。竪穴群

の撮影については竪穴分布概況とともに個々の竪穴の撮影を行い、竪穴群東部から中央部までを完了

した。

� 測量調査の成果

今回の測量では竪穴分布図（縮尺１／１０００）と詳細測量図（縮尺１／１００）を作成した。作成に伴い各

竪穴の詳細な観察記録、分布範囲確認のための周辺踏査もおこなった。

【竪穴分布図の作成と成果】（表Ⅲ－２ 図Ⅲ－３）

竪穴分布図の作成にあたり、大小合わせて４３５か所の竪穴の分布を確認し、観察のうえ、その位置

について簡易ＧＰＳ機器を用いて記録した。その中には竪穴を示す窪みか明らかではない不確実のも

のも含まれている。

竪穴の分布範囲は西北西から南南東方向の長軸が３５０ｍ、幅が１５０ｍ～１８０ｍの長楕円形を呈してい
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る。分布範囲の北側は中央部を除く西側、東側に湿地帯があり、海岸砂丘の後背湿地にあたる。丘陵

の際は湿地との比高３ｍの急崖となっているが、竪穴の分布は崖際まで及んでいる。北側の中央部は

標高５ｍの丘陵が海岸砂丘にまで延びており、平坦面が続くが竪穴の分布は見られない。

分布範囲の南側は防風林となっているが、林内にも竪穴が分布している。砂利道以南の防風林内は

牧草地外のため除草などが行われず、笹が繁茂しており竪穴が視認しづらい状態であったが、竪穴４１８

～４３１までを確認することが出来た。特に竪穴４２２は１辺９ｍ近い大型の方形竪穴である。さらに南東

方向にも竪穴の分布を確認したところ、分布は途切れ、５０～６０ｍのところで湿地帯によって遮られた。

その先には川西オホーツク遺跡へと続く丘陵が見えたため、連続する可能性のあった両遺跡間は地形

によって分断されていることが明らかになった。防風林よりもさらに南側は平坦な地形が続いている

が、竪穴分布は及んでいない。現況は牧場となっているので、地形が改変されている可能性も考えら

れる。また、竪穴の中には道路の敷設によって一部埋められているものも見られた。

分布状況は概ね東側に密度が高く、西側に低くなる傾向が見られる。特に防風林内は疎らである。

竪穴のない部分が少なく、径２０ｍ以上の空白は３か所程度見られるのみである。竪穴の規模について

は大型の竪穴が２０～６０ｍの間隔で分布し、多角形の大型竪穴も１００ｍ以上の間隔で分布している。

【詳細測量図の作成と成果】（図Ⅲ－４）

詳細測量図では分布図作成で確認した竪穴４３５か所のうち竪穴群東側の１４９か所について詳細測量を

行った。竪穴群の中でも最も密度の高い部分に当たる。現地での観察と同様、詳細測量図からも竪穴

群の密集度、近接状況がこの竪穴群の最大の特徴と言え、５０ｍ四方の中で５０軒近い竪穴が確認された。

竪穴の周囲は平坦ではなく、起伏が見られることから、竪穴の掘り上げ土も残存していることがうか

がえる。また、竪穴間の間隔がわずかであることから掘り上げ土が重複していることも推測された。

大小または方形、円形など平面形も様々に入り混じって近接するのも特徴の一つである。竪穴は、

その規模について径または一辺が５ｍより少ないものを小、５～８ｍを中、８～１０ｍが大、１０ｍを超

えるものを特大とした。最も多いのは径５～８ｍの中規模の竪穴である。さらに竪穴の深さについて

はその最大深が０．５ｍ以下のものを「浅い」、０．５～０．８ｍを「やや深い」、０．８～１ｍを「深い」、１ｍ

以上のものを「特に深い」と分類した。中でも「深い」に分類した竪穴が最も多くみられた。

【湧別町シブノツナイ遺跡立て穴位置図との照合】

昭和４１年調査時に作成されたと考えられる「湧別町シブノツナイ遺跡立て穴位置図」（縮尺１／１０００）

と今回作成した竪穴分布図との照合を行うことができた。これにより「立て穴位置図」ではベースと

なる地籍図と「立て穴」の位置にずれがあることが明らかになった。詳細を確認すると地籍図そのも

のに誤りがなく、また「立て穴」の分布状況にも大きな誤りがないため、地籍図と分布図を合成した

際に何らかのずれが生じたものと思われる。

「立て穴位置図」の「立て穴」分布に誤りがなかったので、今回の竪穴分布図と照合することが可

能になった。その結果、明らかになったことについて下記の２点が挙げられる。

� 「立て穴位置図」に記載されて、今回の竪穴分布図では確認できなかった竪穴がある。
竪穴群内を通る道路の敷設によって、竪穴が埋められている可能性がある。また竪穴群東部及び北

辺の一部で竪穴が確認できなかった部分があり、整地または盛土されている可能性も考えられる。こ

れらのことから竪穴の数が当初の５１５軒から今回の４３５軒に減少した背景と考えられる。

� 昭和４１年に発掘された２か所の竪穴住居跡（旧２３８号、３１８号竪穴）について、およその位置を

特定することが出来た。

昭和４１年度の調査では、昭和４１年６月に大場利夫を担当者とする調査では竪穴６６５か所を確認し、
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図�－４ シブノツナイ竪穴住居群 竪穴詳細測量図（図の上が北を示す）
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そのうちの２３８号、３１８号住居跡の２か所で発掘が行われた。この２３８号、３１８号が今回測量した３６５号、

２８７号竪穴の可能性がある。いずれも方形の中規模の深い竪穴である。

４ 調査成果と課題

竪穴が竪穴住居跡であることは昭和３８年、４１年の調査によっても明らかである。最も多くみられる

方形の住居跡がかまどを伴うなど擦文文化期の特徴をもつものであることもこれまでの調査によって

明らかである。今回の竪穴観察によると方形のほかにも円形や多角形、張り出しのある不整形の竪穴

なども観察された。また長軸１０ｍを超える大型のものや径が２～３ｍの小型のものも確認された。こ

れらのことから、竪穴の中には縄文時代や続縄文時代、オホーツク文化期などそれぞれの特徴ある形

状の竪穴が含まれていることがわかる。

また、詳細測量によってより明確になった竪穴分布密度の高さは周辺の竪穴群と比較しても類のな

いほど高いものと思われる。これには平坦な地形が広範囲に広がる海岸段丘に立地していることが影

響しているものと思われる。同様な立地条件の竪穴群と比較することでその背景が明らかになると思

われる。

次年度は竪穴群全域の詳細測量を完成させ、周辺の地形測量にも着手する予定である。また、旧調

査の竪穴について明らかにするためにも当時の出土遺物に関連する資料の充実に努めていきたいと考

えている。
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表�－２ 確認竪穴一覧

竪穴
確認番号

竪穴位置
X座標

竪穴位置
Y座標 測量種別 規模

（観察）
規模

（計測値）
深さ
（観察）

深さ
（計測値） 平面形状 特記

１ ２７９５０ １０５９６０
１０５９７０ 詳細測量 小型 ５m 浅い ０．３m 円形

２ ２７９５０ １０５９６０
１０５９７０ 詳細測量 小型 長軸４．５m 浅い ０．３m 長方形

３ ２７９５０ １０５９６０ 詳細測量 中型 長軸５m やや深い ０．５m 不整形
４ ２７９６０ １０５９６０ 詳細測量 中型 長軸７m やや深い ０．４m 長方形
５ ２７９６０ １０５９６０ 詳細測量 中型 長軸７m やや深い ０．４m 楕円形

６ ２７９６０
２７９７０ １０５９７０ 詳細測量 中型 一辺７m やや深い ０．５m 方形 砂利道で一部埋められる

７ ２７９７０ １０５９６０
１０５９７０ 詳細測量 中型 一辺５m やや深い ０．４m 方形 砂利道で一部埋められる

８ ２７９６０
２７９７０ １０５９６０ 詳細測量 中型 径５m やや深い ０．５m 円形

９ ２７９７０ １０５９５０
１０５９６０ 詳細測量 中型 一辺６m 浅い ０．２m 不明瞭な方形

１０ ２７９７０
２７９８０ １０５９６０ 詳細測量 中型 一辺７m やや深い ０．５m 方形 砂利道で一部埋められる

１１ ２７９８０ １０５９５０
１０５９６０ 詳細測量 中型 一辺５m 浅い ０．２m 方形

１２ ２７９８０ １０５９５０
１０５９６０ 詳細測量 小型 径３m 浅い ０．２m 円形

１３ ２７９８０ １０５９４０
１０５９５０ 詳細測量 中型 長辺７m 浅い ０．３m 長方形

１４ ２７９８０
２７９９０ １０５９５０ 詳細測量 小型 径４m 浅い ０．３m 円形

１５ ２７９９０ １０５９５０ 詳細測量 大型 一辺７m やや深い ０．５m 不明瞭な方形 砂利道で一部埋められる

１６ ２７９８０
２７９９０ １０５９４０ 詳細測量 大型 一辺８m 深い ０．６m 方形

１７ ２７９９０
２８０００ １０５９４０ 詳細測量 大型 一辺９m 深い ０．７m 方形

１８ ２７９８０ １０５９４０ 詳細測量 中型 一辺６m 深い ０．６m 方形

１９ ２７９８０ １０５９３０
１０５９４０ 詳細測量 小型 径５m 深い ０．６m やや円形

２０ ２７９９０ １０５９３０
１０５９４０ 詳細測量 小型 長辺５m 浅い ０．３m 長方形

２１ ２７９９０ １０５９３０ 詳細測量 大型 一辺８m とても深い ０．８m 不明瞭な方形

２２ ２７９９０
２８０００ １０５９３０ 詳細測量 小型 長径７m やや深い ０．５m 楕円形

２３ ２８０００
２８０１０ １０５９３０ 詳細測量 小型 一辺４m 浅い ０．２m 方形

２４ ２８０００ １０５９３０ 詳細測量 小～中型 一辺６m 浅い ０．２m 方形
２５ ２８０１０ １０５９４０ 詳細測量 小型 径４m やや深い ０．５m 円形

２６ ２８０００
２８０１０ １０５９４０ 詳細測量 大型 一辺７m 浅い ０．３m 方形

２７ ２８０１０
２８０２０ １０５９４０ 詳細測量 大型 一辺６m やや深い ０．５m 方形

２８ ２８０１０
２８０２０ １０５９３０ 詳細測量 中型 一辺５m やや深い ０．５m 方形

２９ ２８０２０ １０５９３０
１０５９４０ 詳細測量 中～大型 一辺５m 浅い ０．３m 長方形

３０ ２８０２０
２８０３０ １０５９４０ 詳細測量 中型 一辺６m 浅い ０．３m 方形

３１ ２８０２０
２８０３０ １０５９３０ 詳細測量 中型 一辺７m やや深い ０．５m 不明瞭な方形

３２ ２８０３０ １０５９４０ 詳細測量 大型 一辺８m やや深い ０．４m 方形 砂利道（旧道）で一部埋められる

３３ ２８０３０
２８０４０ １０５９３０ 詳細測量 中型 径６m 深い ０．６m 円形

３４ ２８０４０ １０５９３０
１０５９４０ 詳細測量 中型 径７m 深い ０．７m 円形

３５ ２８０４０ １０５９２０
１０５９３０ 詳細測量 中型 一辺７m やや深い ０．４m 不明瞭な方形

３６ ２８０５０ １０５９３０
１０５９４０ 詳細測量 中型 ７＊５m やや深い ０．４m 楕円形

３７ ２８０５０ １０５９３０ 詳細測量 中型 一辺７m 深い ０．６m 不明瞭な方形

３８ ２８０６０ １０５９３０
１０５９４０ 詳細測量 中型 径７m 深い ０．６m 円形

３９ ２８０６０ １０５９３０ 簡易GPS 中～大型 浅い 不明瞭な方形
４０ ２８０７０ １０５９３０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭 砂利道で一部埋められる
４１ ２８０７０ １０５９３０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭
４２ ２８０８０ １０５９３０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭
４３ ２８０９０ １０５９５０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭
４４ ２８０８０ １０５９５０ 簡易GPS 大型 浅い 方形 最北に位置する
４５ ２８０７０ １０５９４０ 簡易GPS 大型 浅い 不明瞭 段丘縁に位置する
４６ ２８０６０ １０５９６０ 簡易GPS 中型 浅い 不整形
４７ ２８０６０ １０５９６０ 簡易GPS 中型 浅い 不整形
４８ ２８０５０ １０５９５０ 簡易GPS 大型 浅い 不明瞭 段丘縁に位置する
４９ ２８０５０ １０５９５０ 簡易GPS 小型 浅い 不整形
５０ ２８０４０ １０５９５０ 簡易GPS 大型 浅い 不明瞭な方形 段丘縁に位置する
５１ ２８０３０ １０５９５０ 詳細測量 小型 やや深い ０．４m 不明瞭

５２ ２８０２０ １０５９５０
１０５９６０ 詳細測量 大型 とても深い ０．８m 不明瞭な方形 砂利道で一部埋められる

５３ ２８０１０ １０５９５０
１０５９６０ 詳細測量 大型 深い ０．６m 円形 砂利道で一部埋められる

５４ ２８０００ １０５９６０ 簡易GPS 小型 浅い 長方形

５５ ２７９９０
２８０００ １０５９６０ 詳細測量 大型 深い ０．６m 円形 砂利道で一部埋められる

５６ ２７９９０ １０５９６０ 詳細測量 中型 浅い ０．２m 不明瞭 砂利道で一部埋められる

Ⅲ 湧別町シブノツナイ竪穴住居群の調査
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竪穴
確認番号

竪穴位置
X座標

竪穴位置
Y座標 測量種別 規模

（観察）
規模

（計測値）
深さ
（観察）

深さ
（計測値） 平面形状 特記

５７ ２７９８０ １０５９６０ 簡易GPS 小型 浅い 円形
５８ ２７９９０ １０５９７０ 詳細測量 中型 やや深い ０．４m 円形
５９ ２７９９０ １０５９６０ 詳細測量 小型 浅い ０．２m 方形
６０ ２７９８０ １０５９８０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭な方形
６１ ２７９８０ １０５９７０ 簡易GPS 小型 浅い 円形 砂利道で一部埋められる
６２ ２７９７０ １０５９２０ 詳細測量 小型 浅い ０．２m 不明瞭 砂利道で一部埋められる
６３ ２７９７０ １０５９８０ 詳細測量 中型 径６m 浅い ０．３m 円形
６４ ２７９７０ １０５９３０ 簡易GPS 小型 浅い 不整形

６５ ２７９６０ １０５９４０
１０５９５０ 詳細測量 中型 一辺６m 深い ０．６m 方形

６６ ２７９６０
２７９７０

１０５９４０
１０５９５０ 詳細測量 中型 一辺６m やや深い ０．４m 方形

６７ ２７９７０ １０５９４０ 詳細測量 中型 長辺７m 深い ０．７m 長方形
６８ ２７９８０ １０５９５０ 簡易GPS 中型 深い 円形
６９ ２７９９０ １０５９２０ 簡易GPS 中～大型 浅い 方形
７０ ２８０００ １０５９１０ 詳細測量 中型 一辺８m 深い ０．６m 不明瞭な方形
７１ ２７９９０ １０５９１０ 詳細測量 中型 ７＊４m 浅い ０．３m 長方形

７２ ２７９８０
２７９９０ １０５９１０ 詳細測量 中型 ７＊５m 深い ０．６m 長方形

７３ ２７９８０ １０５９００ 詳細測量 中型 長辺７m 深い ０．６m 長方形
７４ ２７９９０ １０５９００ 詳細測量 小型 一辺５m 深い ０．６m 方形
７５ ２７９９０ １０５９００ 詳細測量 中型 一辺６m やや深い ０．５m 方形
７６ ２８０００ １０５８９０ 簡易GPS 中型 深い 方形

７７ ２８０００ １０５９００
１０５９１０ 詳細測量 中型 ８＊６m やや深い ０．５m 楕円形

７８ ２８０００ １０５９００
１０５９１０ 詳細測量 小型 一辺４m やや深い ０．５m 不明瞭な方形

７９ ２７９９０
２８０００ １０５９００ 詳細測量 小型 ５＊４m 浅い ０．３m 楕円形

８０ ２８０１０ １０５９２０ 簡易GPS 中型 浅い 円形

８１ ２８０００
２８０１０ １０５９２０ 詳細測量 中型 一辺６m 浅い ０．２m 方形

８２ ２８０２０ １０５９３０ 詳細測量 大型 長径８m 深い ０．７m 楕円形

８３ ２８０３０ １０５９２０
１０５９３０ 詳細測量 中型 長径８m 深い ０．７m 楕円形

８４ ２８０３０ １０５９２０ 簡易GPS 小型 深い 不明瞭
８５ ２８０３０ １０５９１０ 簡易GPS 大型 深い 方形
８６ ２８０３０ １０５９００ 簡易GPS 小型 深い 方形
８７ ２８０３０ １０５９００ 詳細測量 中型 一辺６m とても深い ０．８m 方形
８８ ２８０４０ １０５９００ 簡易GPS 大型 深い 方形

８９ ２８０３０
２８０４０

１０５８９０
１０５９００ 詳細測量 特大型 一辺１０m とても深い ０．８m 方形または六角形

９０ ２８０４０ １０５８８０
１０５８９０ 詳細測量 中型 一辺７m やや深い ０．４m 方形

９１ ２８０４０ １０５８９０ 簡易GPS 中型 浅い 方形
９２ ２８０４０ １０５８９０ 簡易GPS 中型 浅い 方形
９３ ２８０３０ １０５８７０ 簡易GPS 特大型 深い 六角形
９４ ２８０２０ １０５８８０ 詳細測量 大型 一辺７m 深い ０．６m 不明瞭な方形

９５ ２８０３０ １０５８８０
１０５８９０ 詳細測量 大型 一辺９m とても深い ０．８m 方形

９６ ２８０２０ １０５８９０ 詳細測量 中型 一辺５m 浅い ０．３m 方形
９７ ２８０２０ １０５８９０ 詳細測量 小型 径３m 浅い ０．３m 円形
９８ ２８０１０ １０５８８０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭
９９ ２８０１０ １０５８８０ 簡易GPS 中型 深い 円形

１００ ２８０００
２８０１０ １０５８９０ 詳細測量 中型 一辺７m 深い ０．６m 方形

１０１ ２８０１０ １０５８９０ 詳細測量 中型 ６＊３m やや深い ０．４m 楕円形
１０２ ２８０２０ １０５８９０ 詳細測量 大型 一辺８m 深い ０．７m 不明瞭な方形

１０３ ２８０２０
２８０３０

１０５８９０
１０５９００ 詳細測量 中型 一辺７m とても深い ０．８m 不明瞭な方形

１０４ ２８０２０ １０５９００ 詳細測量 特大型 一辺１０m 深い ０．６m 方形
１０５ ２８０２０ １０５９１０ 詳細測量 大型 一辺８m 深い ０．７m 方形
１０６ ２８０２０ １０５９２０ 詳細測量 大型 長径９m 深い ０．６m 楕円形
１０７ ２８０１０ １０５９２０ 詳細測量 中型 径６m 深い ０．６m 不明瞭
１０８ ２８０２０ １０５９２０ 詳細測量 中型 一辺５m やや深い ０．４m 方形
１０９ ２８０２０ １０５９２０ 詳細測量 中型 一辺５．５m やや深い ０．５m 方形
１１０ ２８０２０ １０５９１０ 詳細測量 小型 ５＊３m 深い ０．６m 楕円形
１１１ ２８０２０ １０５９１０ 詳細測量 小型 径４m やや深い ０．４m 円形
１１２ ２８０２０ １０５９００ 詳細測量 小型 ４＊２m やや深い ０．４m 楕円形
１１３ ２８０１０ １０５９００ 詳細測量 大型 一辺７m やや深い ０．４m 方形
１１４ ２８０１０ １０５９００ 詳細測量 中型 ５．５m やや深い ０．５m 円形
１１５ ２８０００ １０５８８０ 詳細測量 小型 一辺５m 深い ０．６m 方形
１１６ ２８０００ １０５８９０ 詳細測量 中型 一辺６m 深い ０．６m 方形
１１７ ２７９９０ １０５８９０ 詳細測量 中型 一辺５m 深い ０．６m 方形
１１８ ２７９９０ １０５８９０ 詳細測量 小型 径４m 深い ０．６m 円形
１１９ ２７９８０ １０５９００ 詳細測量 中型 長径７m 深い ０．６m 楕円形
１２０ ２７９８０ １０５９００ 詳細測量 中型 一辺６m 深い ０．７m 方形

１２１ ２７９７０
２７９８０

１０５９１０
１０５９２０ 詳細測量 特大型 一辺１０m 深い ０．７m 方形 かまどと思われる部分が残る

１２２ ２７９８０ １０５９３０ 詳細測量 大型 一辺８m 深い ０．６m 方形

１２３ ２７９８０ １０５９３０ 詳細測量 小型 一辺５＊３m やや深い ０．４m やや長方形

１２４ ２７９８０
２７９９０ １０５９２０ 詳細測量 小型 一辺５m 深い ０．７m 方形

１２５ ２７９７０ １０５９２０ 簡易GPS 中型 やや深い 方形

１２６ ２７９６０
２７９７０ １０５９２０ 詳細測量 小型 径５m やや深い ０．４m 円形
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竪穴
確認番号

竪穴位置
X座標

竪穴位置
Y座標 測量種別 規模

（観察）
規模

（計測値）
深さ
（観察）

深さ
（計測値） 平面形状 特記

１２７ ２７９７０ １０５９２０ 詳細測量 小型 一辺４m 深い ０．６m 不明瞭な方形
１２８ ２７９７０ １０５９１０ 詳細測量 中型 一辺５m やや深い ０．５m 不明瞭な方形
１２９ ２７９７０ １０５９１０ 詳細測量 小型 長径４m やや深い ０．４m 楕円形
１３０ ２７９７０ １０５９１０ 詳細測量 中型 一辺５．５m やや深い ０．４m 不明瞭な方形
１３１ ２７９７０ １０５９００ 詳細測量 小型 径５m 深い ０．６m 円形 やや細長い
１３２ ２７９６０ １０５９００ 簡易GPS 大型 深い 方形 砂利道で半分埋められる
１３３ ２７９６０ １０５９１０ 詳細測量 大型 径６m 深い ０．６m 円形 砂利道で一部埋められる
１３４ ２７９６０ １０５９２０ 詳細測量 中型 一辺６m やや深い ０．４m 方形 砂利道で一部埋められる
１３５ ２７９６０ １０５８９０ 詳細測量 大型 一辺６m やや深い ０．５m 方形 砂利道で一部埋められる
１３６ ２７９７０ １０５９００ 詳細測量 中型 長径６m 深い ０．６m 楕円形 細長い形状に特徴がある

１３７ ２７９７０
２７９８０ １０５８９０ 詳細測量 小型 ５＊３m 浅い ０．３m 長方形

１３８ ２７９７０ １０５８９０ 詳細測量 中型 一辺６m やや深い ０．５m 方形

１３９ ２７９７０
２７９８０ １０５８８０ 詳細測量 小型 径４m やや深い ０．４m 円形

１４０ ２７９８０ １０５８８０ 詳細測量 大型 一辺７m 深い ０．６m 方形
１４１ ２７９９０ １０５８８０ 詳細測量 中型 径５m やや深い ０．４m 円形
１４２ ２７９８０ １０５８９０ 詳細測量 中～大型 一辺７m 深い ０．６m 方形
１４３ ２７９８０ １０５８９０ 詳細測量 小型 径３m やや深い ０．４m 円形

１４４ ２７９８０
２７９９０ １０５８７０ 詳細測量 大型 一辺７m とても深い ０．８m 方形

１４５ ２７９７０ １０５８７０ 詳細測量 中型 一辺６．５m とても深い ０．９m 方形
１４６ ２７９６０ １０５８８０ 詳細測量 大型 一辺７．５m やや深い ０．５m 方形 南半分砂利道に切られる
１４７ ２７９６０ １０５８７０ 詳細測量 中型 径５．５m やや深い ０．４m 円形
１４８ ２７９７０ １０５８６０ 詳細測量 大型 一辺６m 深い ０．６m 不明瞭な方形
１４９ ２７９６０ １０５８５０ 詳細測量 小型 一辺４m やや深い ０．５m 方形
１５０ ２７９６０ １０５８２０ 詳細測量 中型 一辺５m やや深い ０．４m 方形
１５１ ２７９８０ １０５８４０ 簡易GPS 中型 深い 方形
１５２ ２７９８０ １０５８５０ 簡易GPS 小～中型 やや深い 方形
１５３ ２７９８０ １０５８４０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形
１５４ ２７９９０ １０５８５０ 簡易GPS 特大型 深い 方形
１５５ ２８０１０ １０５８６０ 簡易GPS 特大型 とても深い 方形
１５６ ２８０１０ １０５８７０ 簡易GPS 大型 深い 方形
１５７ ２８０１０ １０５８７０ 簡易GPS 大型 浅い 方形
１５８ ２８０１０ １０５８９０ 簡易GPS 小型 浅い 不明瞭
１５９ ２８０１０ １０５８６０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭
１６０ ２８０２０ １０５８６０ 簡易GPS 大型 浅い 方形
１６１ ２８０２０ １０５８５０ 簡易GPS 中型 やや深い 方形
１６２ ２８０３０ １０５８５０ 簡易GPS 中型 深い 方形
１６３ ２８０３０ １０５８６０ 簡易GPS 中型 やや深い 不整形
１６４ ２８０２０ １０５８６０ 簡易GPS 中型 やや深い 楕円形
１６５ ２８０３０ １０５８７０ 詳細測量 中型 一辺７m とても深い ０．８m 不明瞭な方形

１６６ ２８０４０ １０５８６０
１０５８７０ 詳細測量 中型 一辺６m とても深い ０．８m 方形

１６７ ２８０４０ １０５８８０ 詳細測量 小～中型 径５m 浅い ０．３m 円形 １６８と連接している
１６８ ２８０４０ １０５８７０ 簡易GPS 小型 深い 円形 １６７と連接している
１６９ ２８０４０ １０５８８０ 詳細測量 中型 一辺５．５m やや深い ０．４m 方形
１７０ ２８０５０ １０５８８０ 詳細測量 大型 一辺７m 深い ０．６m 方形
１７１ ２８０５０ １０５８９０ 簡易GPS 中型 浅い 方形
１７２ ２８０６０ １０５８９０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形
１７３ ２８０６０ １０５９００ 簡易GPS 大型 浅い 方形
１７４ ２８０６０ １０５９００ 簡易GPS 中～大型 浅い 方形
１７５ ２８０８０ １０５９１０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭な方形
１７６ ２８０７０ １０５９００ 詳細測量 中型 径７m 深い ０．６m 円形
１７７ ２８０８０ １０５９２０ 簡易GPS 大型 浅い 方形
１７８ ２８０８０ １０５９３０ 簡易GPS 小型 浅い 不明瞭
１７９ ２８０９０ １０５９３０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭
１８０ ２８１００ １０５９２０ 簡易GPS 中型 浅い 方形 竪穴群の北辺に位置する
１８１ ２８０７０ １０５９２０ 簡易GPS 小型 浅い 不明瞭
１８２ ２８０６０ １０５９２０ 簡易GPS 小型 浅い 不明瞭
１８３ ２８０７０ １０５９２０ 簡易GPS 大型 深い 方形
１８４ ２８０６０ １０５９１０ 詳細測量 中型 一辺６m やや深い ０．４m 方形 １７４と連接している
１８５ ２８０６０ １０５９１０ 簡易GPS 大型 深い 方形
１８６ ２８０４０ １０５９１０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形
１８７ ２８０５０ １０５９００ 詳細測量 大型 一辺７m やや深い ０．５m 方形
１８８ ２８０６０ １０５９００ 簡易GPS 中～大型 浅い 不明瞭な方形
１８９ ２８０６０ １０５９００ 詳細測量 中型 径７m やや深い ０．５m 不整形 円形の張り出しがある
１９０ ２８０００ １０５８７０ 簡易GPS 大型 一辺６m やや深い 方形
１９１ ２８０００ １０５８６０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形
１９２ ２８０００ １０５８４０ 簡易GPS 中型 やや深い 不明瞭
１９３ ２７９９０ １０５８４０ 簡易GPS 小型 やや深い 円形
１９４ ２８０００ １０５８３０ 簡易GPS 大型 深い 方形
１９５ ２８０００ １０５８４０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形
１９６ ２８０１０ １０５８４０ 簡易GPS 小型 浅い 不明瞭
１９７ ２８０２０ １０５８４０ 簡易GPS 小型 浅い 方形
１９８ ２８０２０ １０５８５０ 簡易GPS 小型 浅い 不明瞭な方形
１９９ ２８０３０ １０５８５０ 簡易GPS 小～中型 浅い 不明瞭な方形
２００ ２８０３０ １０５８５０ 簡易GPS 中型 浅い 方形
２０１ ２８０４０ １０５８５０ 簡易GPS 中～大型 浅い 不明瞭な方形
２０２ ２８０５０ １０５８６０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭な方形

２０３ ２８０５０ １０５８６０
１０５８７０ 詳細測量 大型 一辺９m とても深い １．０m 不明瞭な方形

２０４ ２８０６０ １０５８６０ 簡易GPS 大型 深い 方形
２０５ ２８０５０ １０５８７０ 詳細測量 中型 一辺５m やや深い ０．５m 不明瞭な方形
２０６ ２８０５０ １０５８８０ 詳細測量 中型 径７m 深い ０．６m 円形

Ⅲ 湧別町シブノツナイ竪穴住居群の調査
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竪穴
確認番号

竪穴位置
X座標

竪穴位置
Y座標 測量種別 規模

（観察）
規模

（計測値）
深さ
（観察）

深さ
（計測値） 平面形状 特記

２０７ ２８０６０ １０５８８０ 詳細測量 大型 一辺９m 深い ０．６m 方形
２０８ ２８０６０ １０５８９０ 詳細測量 中型 径６m 深い ０．６m 円形
２０９ ２８０７０ １０５８９０ 詳細測量 大型 一辺８m とても深い ０．８m 方形
２１０ ２８０７０ １０５９００ 詳細測量 中型 一辺７m やや深い ０．４m 不明瞭な方形 皿状の窪み
２１１ ２８０６０ １０５９２０ 簡易GPS 中型 やや深い 楕円形
２１２ ２８０６０ １０５９００ 詳細測量 小型 長径３m 浅い ０．２m 楕円形 段丘北縁に位置する
２１３ ２８０６０ １０５８９０ 詳細測量 中型 径５m やや深い ０．５m 円形 段丘北縁に位置する
２１４ ２８０７０ １０５８６０ 簡易GPS 中型 とても深い 不明瞭な方形
２１５ ２８０６０ １０５８６０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭
２１６ ２８０５０ １０５８５０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形 一部埋められる
２１７ ２８０５０ １０５８５０ 簡易GPS 中型 やや深い 不明瞭
２１８ ２８０６０ １０５８４０ 簡易GPS 中型 深い 方形
２１９ ２８０７０ １０５８４０ 簡易GPS 中型 やや深い 不明瞭
２２０ ２８０６０ １０５８５０ 簡易GPS 大型 深い 方形 竪穴群の北縁に位置する
２２１ ２８１４０ １０５８３０ 簡易GPS 大型 深い 方形 竪穴群の北縁に位置する
２２２ ２８０７０ １０５８３０ 簡易GPS 中型 浅い 不整形 竪穴群の北縁に位置する
２２３ ２８０６０ １０５８３０ 簡易GPS 特大型 深い 方形
２２４ ２８０６０ １０５８２０ 簡易GPS 中型 深い 方形
２２５ ２８０７０ １０５８２０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形 竪穴群の北縁に位置する
２２６ ２８０６０ １０５８２０ 簡易GPS 小型 深い 円形
２２７ ２８０５０ １０５８２０ 簡易GPS 小型 浅い 不整形
２２８ ２８０５０ １０５８２０ 簡易GPS 小型 浅い 楕円形
２２９ ２８０４０ １０５８２０ 簡易GPS 小型 浅い 不明瞭な方形
２３０ ２８０４０ １０５８２０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形 ２３１と同規模
２３１ ２８０３０ １０５８２０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形 ２３０と同規模
２３２ ２８０２０ １０５８３０ 簡易GPS 小型 浅い 不明瞭な方形 皿状の窪み
２３３ ２８０２０ １０５８３０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形
２３４ ２８０１０ １０５８３０ 簡易GPS 中～大型 浅い 方形
２３５ ２８０１０ １０５８３０ 簡易GPS 小～中型 やや深い 方形
２３６ ２８０２０ １０５８３０ 簡易GPS 小型 やや深い 方形
２３７ ２８０２０ １０５８２０ 簡易GPS 小型 深い 不明瞭な方形
２３８ ２８０００ １０５８２０ 簡易GPS 大型 浅い 方形 中心部に立木
２３９ ２８０００ １０５８３０ 簡易GPS 中型 やや深い 不明瞭な方形 ２３８を切る
２４０ ２８０００ １０５８２０ 簡易GPS 小型 やや深い 不明瞭な円形 中心部に立木
２４１ ２７９９０ １０５８２０ 簡易GPS 大型 深い 方形
２４２ ２７９９０ １０５８２０ 簡易GPS 大型 深い 方形
２４３ ２８０００ １０５８１０ 簡易GPS 中型 深い 不明瞭な方形
２４４ ２８０１０ １０５８１０ 簡易GPS 特大型 やや深い 方形
２４５ ２８０１０ １０５８１０ 簡易GPS 大型 深い 方形
２４６ ２８０３０ １０５８００ 簡易GPS 中～大型 深い 不明瞭な方形
２４７ ２８０４０ １０５８１０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形
２４８ ２８０４０ １０５８１０ 簡易GPS 中型 深い 不整形
２４９ ２８０５０ １０５８１０ 簡易GPS 小型 やや深い 方形
２５０ ２８０５０ １０５８１０ 簡易GPS 小型 浅い 不整形
２５１ ２８０５０ １０５８１０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形
２５２ ２８０６０ １０５８１０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形
２５３ ２８０８０ １０５８１０ 簡易GPS 大型 浅い 方形 竪穴群の北縁に位置する
２５４ ２８０８０ １０５８００ 簡易GPS 中型 浅い 方形 竪穴群の北縁に位置する
２５５ ２８０７０ １０５８００ 簡易GPS 大型 浅い 方形
２５６ ２８０７０ １０５８００ 簡易GPS 小～中型 浅い 長方形
２５７ ２８０５０ １０５８００ 簡易GPS 特大型 一辺１０m 深い 方形
２５８ ２８０４０ １０５８００ 簡易GPS 中型 深い 方形
２５９ ２８０４０ １０５８００ 簡易GPS 小型 浅い 方形
２６０ ２８０４０ １０５８１０ 簡易GPS 小型 浅い 長方形
２６１ ２８０３０ １０５８００ 簡易GPS 小型 浅い 長方形
２６２ ２８０２０ １０５８００ 簡易GPS 中～大型 深い 方形 中心部に立木
２６３ ２８０２０ １０５８００ 簡易GPS 小～中型 浅い 方形
２６４ ２８０１０ １０５８００ 簡易GPS 中～大型 やや深い 方形 中心部に立木
２６５ ２８０００ １０５７９０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形
２６６ ２８０２０ １０５７９０ 簡易GPS 中～大型 やや深い 方形
２６７ ２８０３０ １０５７８０ 簡易GPS 中型 深い 不明瞭な方形
２６８ ２８０３０ １０５７９０ 簡易GPS 小～中型 やや深い 方形
２６９ ２８０３０ １０５７８０ 簡易GPS 中型 やや深い 方形
２７０ ２８０４０ １０５７８０ 簡易GPS 中型 やや深い 方形
２７１ ２８０４０ １０５７９０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形
２７２ ２８０５０ １０５７８０ 簡易GPS 大型 深い 方形
２７３ ２８０６０ １０５７９０ 簡易GPS 小型 やや深い 方形
２７４ ２８０６０ １０５７９０ 簡易GPS 小型 浅い 方形
２７５ ２８０７０ １０５７９０ 簡易GPS 小型 浅い 方形
２７６ ２８０８０ １０５７９０ 簡易GPS 中型 浅い 方形
２７７ ２８０９０ １０５７９０ 簡易GPS 中型 浅い 方形 細い踏み分け道が通る
２７８ ２８０９０ １０５８００ 簡易GPS 小型 浅い 円形 竪穴群の北縁に位置する
２７９ ２８１００ １０５７８０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭な方形 竪穴群の北縁に位置する
２８０ ２８０９０ １０５７８０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭な方形 細長い形状に特徴がある
２８１ ２８１００ １０５７７０ 簡易GPS 小型 浅い 不明瞭 竪穴群の北縁に位置する
２８２ ２８０９０ １０５７７０ 簡易GPS 小型 浅い 不明瞭 竪穴群の北縁に位置する
２８３ ２８１００ １０５７７０ 簡易GPS 小型 浅い 不明瞭 竪穴群の北縁に位置する
２８４ ２８１００ １０５７６０ 簡易GPS 小型 浅い 不明瞭 竪穴群の北縁に位置する
２８５ ２８１００ １０５７６０ 簡易GPS 中型 やや深い 方形
２８６ ２８０９０ １０５７５０ 簡易GPS 中型 深い 方形 竪穴群の北縁に位置する

２８７ ２８１００ １０５７５０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形 竪穴群の北縁に位置する
旧調査時の３１８号の可能性がある

２８８ ２８０９０ １０５７４０ 簡易GPS 中型 深い 不明瞭な方形 竪穴群の北縁に位置する
２８９ ２８１００ １０５７３０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形 竪穴群の北縁に位置する
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竪穴
確認番号

竪穴位置
X座標

竪穴位置
Y座標 測量種別 規模

（観察）
規模

（計測値）
深さ
（観察）

深さ
（計測値） 平面形状 特記

２９０ ２８０９０ １０５７２０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形 竪穴群の北縁に位置する
２９１ ２８０８０ １０５７１０ 簡易GPS 特大型 深い 方形 竪穴群の北縁に位置する
２９２ ２８０８０ １０５６９０ 簡易GPS 中型 深い 方形 竪穴群の北縁に位置する
２９３ ２８０８０ １０５６８０ 簡易GPS 小型 深い 円形 竪穴群の北縁に位置する
２９４ ２８０９０ １０５７７０ 簡易GPS 中型 やや深い 方形 竪穴群の北縁に位置する
２９５ ２８０９０ １０５６６０ 簡易GPS 小型 やや深い 方形
２９６ ２８０８０ １０５６６０ 簡易GPS 中型 やや深い 方形
２９７ ２８０８０ １０５６６０ 簡易GPS 特大型 浅い 多角形 竪穴群の最西端に位置する
２９８ ２８０８０ １０５６８０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形
２９９ ２８０７０ １０５６８０ 簡易GPS 中型 深い 方形 埋められている
３００ ２８０７０ １０５６９０ 簡易GPS 大型 深い 方形
３０１ ２８０７０ １０５７００ 簡易GPS 中～大型 やや深い 方形
３０２ ２８０６０ １０５７００ 簡易GPS 特大型 深い 方形
３０３ ２８０６０ １０５６８０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形 シダ林の中
３０４ ２８０５０ １０５６９０ 簡易GPS 中型 やや深い 方形 防風林内に所在
３０５ ２８０４０ １０５６７０ 簡易GPS 大型 深い 方形 防風林内に所在
３０６ ２８０４０ １０５６８０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形 防風林内に所在
３０７ ２８０３０ １０５６９０ 簡易GPS 大型 深い 方形 防風林内に所在
３０８ ２８０４０ １０５６９０ 簡易GPS 中型 深い 方形 防風林内に所在
３０９ ２８０４０ １０５７００ 簡易GPS 大型 深い 方形 防風林内に所在
３１０ ２８０４０ １０５７１０ 簡易GPS 大型 深い 方形
３１１ ２８０５０ １０５７００ 簡易GPS 中～大型 深い 不明瞭な方形
３１２ ２８０５０ １０５７１０ 簡易GPS 小～中型 やや深い 円形
３１３ ２８０４０ １０５７２０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形
３１４ ２８０３０ １０５７３０ 簡易GPS 特大型 最長１２m 深い 不明瞭な六角形 シダ林の中
３１５ ２８０４０ １０５７３０ 簡易GPS 小～中型 浅い 不明瞭
３１６ ２８０５０ １０５７３０ 簡易GPS 大型 深い １．０m 方形
３１７ ２８０６０ １０５７４０ 簡易GPS 中型 やや深い 楕円形
３１８ ２８０６０ １０５７４０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭な方形
３１９ ２８０７０ １０５７３０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形
３２０ ２８０７０ １０５７２０ 簡易GPS 小型 浅い 不整形
３２１ ２８０６０ １０５７２０ 簡易GPS 小型 浅い 円形
３２２ ２８０６０ １０５７１０ 簡易GPS 小型 径１m やや深い 円形
３２３ ２８０７０ １０５７４０ 簡易GPS 中型 浅い 方形
３２４ ２８０７０ １０５７５０ 簡易GPS 中型 深い 方形
３２５ ２８０８０ １０５７４０ 簡易GPS 中型 深い 方形
３２６ ２８０８０ １０５７５０ 簡易GPS 小～中型 浅い 不明瞭な方形
３２７ ２８０９０ １０５７４０ 簡易GPS 中型 浅い 方形
３２８ ２８０９０ １０５７４０ 簡易GPS 中型 浅い 楕円形
３２９ ２８０８０ １０５７３０ 簡易GPS 大型 深い 方形
３３０ ２８０９０ １０５７００ 簡易GPS 小型 浅い 円形
３３１ ２８０９０ １０５７５０ 簡易GPS 小～中型 やや深い 方形
３３２ ２８０９０ １０５７６０ 簡易GPS 小型 やや深い 不整形 細長い形状に特徴がある
３３３ ２８０８０ １０５７６０ 簡易GPS 小～中型 浅い 円形 底面中央がマウンド状
３３４ ２８０８０ １０５７６０ 簡易GPS 中型 浅い 方形
３３５ ２８０７０ １０５７６０ 簡易GPS 中型 深い 方形
３３６ ２８０７０ １０５７６０ 簡易GPS 中型 深い 方形
３３７ ２８０７０ １０５７５０ 簡易GPS 小～中型 深い 不明瞭な方形
３３８ ２８０７０ １０５７５０ 簡易GPS 小～中型 深い 不整形
３３９ ２８０５０ １０５７５０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形
３４０ ２８０６０ １０５７６０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形 中心部に立木
３４１ ２８０５０ １０５７６０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形
３４２ ２８０５０ １０５７６０ 簡易GPS 中型 深い 方形
３４３ ２８０４０ １０５７５０ 簡易GPS 小型 浅い 不明瞭
３４４ ２８０４０ １０５７５０ 簡易GPS 中型 とても深い 方形
３４５ ２８０４０ １０５７６０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形
３４６ ２８０５０ １０５７７０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形
３４７ ２８０５０ １０５７８０ 簡易GPS 中型 深い 方形
３４８ ２８０６０ １０５７７０ 簡易GPS 中型 深い 方形
３４９ ２８０７０ １０５７７０ 簡易GPS 中型 深い 方形
３５０ ２８０７０ １０５７７０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形
３５１ ２８０８０ １０５７７０ 簡易GPS 大型 深い 方形
３５２ ２８０８０ １０５７８０ 簡易GPS 中型 浅い 方形
３５３ ２８０７０ １０５７８０ 簡易GPS 小～中型 やや深い 方形
３５４ ２８０７０ １０５７８０ 簡易GPS 小型 浅い 楕円形
３５５ ２８０７０ １０５７７０ 簡易GPS 小～中型 深い 不明瞭な方形
３５６ ２８０６０ １０５７８０ 簡易GPS 中型 やや深い 不明瞭な方形 細長い形状に特徴がある
３５７ ２８０７０ １０５７８０ 簡易GPS 中型 やや深い 方形
３５８ ２８０７０ １０５７８０ 簡易GPS 小型 深い 不明瞭
３５９ ２８０８０ １０５７９０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形 竪穴群の北縁に位置する
３６０ ２８０５０ １０５７８０ 簡易GPS 中～大型 深い 不明瞭な方形
３６１ ２８０３０ １０５７９０ 簡易GPS 小型 浅い 不明瞭な方形
３６２ ２８０４０ １０５７７０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形
３６３ ２８０３０ １０５７８０ 簡易GPS 小型 浅い 円形
３６４ ２８０３０ １０５７７０ 簡易GPS 小～中型 深い 不明瞭な方形
３６５ ２８０２０ １０５７７０ 簡易GPS 小～中型 深い 方形 旧調査時の２３８号竪穴の可能性がある
３６６ ２８０３０ １０５８００ 簡易GPS 小型 浅い 不整形 細長い形状に特徴がある
３６７ ２８０４０ １０５８３０ 簡易GPS 中型 深い 方形
３６８ ２８０４０ １０５８４０ 簡易GPS 大型 深い 方形
３６９ ２８０４０ １０５８４０ 簡易GPS 中型 やや深い 不明瞭な方形
３７０ ２８０１０ １０５８４０ 簡易GPS 小～中型 やや深い 楕円形
３７１ ２８０３０ １０５８４０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形
３７２ ２８０００ １０５８７０ 簡易GPS 小～中型 やや深い 不明瞭な方形
３７３ ２８０００ １０５８７０ 簡易GPS 大型 深い 方形

Ⅲ 湧別町シブノツナイ竪穴住居群の調査
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（観察）

深さ
（計測値） 平面形状 特記

３７４ ２７９９０ １０５８６０ 簡易GPS 大型 浅い 方形
３７５ ２７９８０ １０５８６０ 簡易GPS 小型 浅い 楕円形
３７６ ２７９８０ １０５８６０ 詳細測量 中型 一辺６m やや深い ０．５m 方形
３７７ ２７９８０ １０５８５０ 詳細測量 中型 径５m やや深い ０．４m 円形
３７８ ２７９７０ １０５８６０ 簡易GPS 小型 やや深い 楕円形
３７９ ２７９７０ １０５８７０ 簡易GPS 中型 やや深い 方形
３８０ ２７９９０ １０５８７０ 簡易GPS 中型 浅い 方形
３８１ ２７９６０ １０５８５０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭な方形
３８２ ２７９６０ １０５８５０ 詳細測量 小型 ５＊３m やや深い ０．４m 楕円形 砂利道際の排水路に加工
３８３ ２７９６０ １０５８３０ 簡易GPS 大型 深い 不明瞭な方形 砂利道で一部埋められる
３８４ ２８０００ １０５８８０ 簡易GPS 中型 浅い 方形 防風林内に所在
３８５ ２７９７０ １０５８３０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭な方形 防風林内に所在
３８６ ２７９７０ １０５８３０ 簡易GPS 中型 深い 不明瞭な方形 防風林内に所在
３８７ ２７９６０ １０５８２０ 簡易GPS 大型 深い 方形
３８８ ２７９６０ １０５８３０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭な方形 中心部に立木
３８９ ２７９５０ １０５８１０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形
３９０ ２７９４０ １０５８２０ 簡易GPS 小型 浅い 不明瞭 中心部に立木
３９１ ２７９４０ １０５８００ 簡易GPS 中型 浅い 方形 中心部に立木
３９２ ２７９５０ １０５７９０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形 中心部に立木
３９３ ２７９６０ １０５７９０ 簡易GPS 中型 深い 不明瞭な円形 中心部に立木
３９４ ２７９６０ １０５７８０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形 中心部に立木
３９５ ２７９４０ １０５７８０ 簡易GPS 中型 やや深い 方形
３９６ ２７９７０ １０５７７０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形 中心部に立木
３９７ ２７９８０ １０５７７０ 簡易GPS 特大型 やや深い 方形 中心部に立木
３９８ ２７９８０ １０５７９０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形 中心部に立木
３９９ ２７９８０ １０５８１０ 簡易GPS 大型 やや深い 方形 中心部に立木
４００ ２７９９０ １０５７９０ 簡易GPS 特大型 やや深い 方形 中心部に立木
４０１ ２７９９０ １０５７８０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形 中心部に立木
４０２ ２７９８０ １０５７８０ 簡易GPS 小型 浅い 円形
４０３ ２７９９０ １０５７６０ 簡易GPS 小型 浅い 方形
４０４ ２７９９０ １０５７７０ 簡易GPS 小型 深い 方形
４０５ ２８０００ １０５７５０ 簡易GPS 中～大型 やや深い 方形 中心部に立木
４０６ ２７９９０ １０５７４０ 簡易GPS 中型 浅い 方形 中心部に立木
４０７ ２７９８０ １０５７３０ 簡易GPS 小型 やや深い 不明瞭な方形
４０８ ２７９９０ １０５７２０ 簡易GPS 中型 深い 不明瞭な方形 牧場を望む側
４０９ ２８０００ １０５７３０ 簡易GPS 中～大型 浅い 方形 中心部に立木
４１０ ２８０２０ １０５７３０ 簡易GPS 大型 やや深い 不整形
４１１ ２８０２０ １０５７４０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形
４１２ ２８０３０ １０５７６０ 簡易GPS 特大型 深い 方形
４１３ ２８０３０ １０５７４０ 簡易GPS 小型 やや深い 不明瞭
４１４ ２８０２０ １０５７１０ 簡易GPS 中型 やや深い 方形
４１５ ２８０２０ １０５７００ 簡易GPS 中～大型 やや深い 方形
４１６ ２８０１０ １０５７００ 簡易GPS 特大型 やや深い 多角形 皿状の掘り込み、オホーツク文化期のものか
４１７ ２８０００ １０５６９０ 簡易GPS 小型 浅い 円形
４１８ ２７９５０ １０５８８０ 簡易GPS 中型 やや深い 不明瞭 砂利道で一部埋められる
４１９ ２７９５０ １０５８９０ 簡易GPS 中型 深い 不明瞭な方形
４２０ ２７９５０ １０５８７０ 簡易GPS 大型 深い 方形
４２１ ２７９５０ １０５８５０ 簡易GPS 大型 深い 不明瞭な方形 一部砂利道
４２２ ２７９４０ １０５８５０ 簡易GPS 特大型 深い 方形 砂利道南側の林内
４２３ ２７９３０ １０５８４０ 簡易GPS 中～大型 浅い 不明瞭な方形
４２４ ２７９２０ １０５８６０ 簡易GPS 小型 浅い 円形 土坑の可能性もある
４２５ ２７９４０ １０５８８０ 簡易GPS 大型 深い 方形
４２６ ２７９４０ １０５８９０ 簡易GPS 大型 深い 方形
４２７ ２７９４０ １０５８８０ 簡易GPS 小型 やや深い 不明瞭
４２８ ２７９４０ １０５８９０ 簡易GPS 小～中型 深い 方形
４２９ ２７９４０ １０５８９０ 簡易GPS 中～大型 深い 方形 中心部に立木
４３０ ２７９６０ １０５９１０ 簡易GPS 中型 やや深い 不明瞭な方形 砂利道で一部埋められる
４３１ ２７９４０ １０５９２０ 簡易GPS 小型 深い 不明瞭
４３２ ２８０４０ １０５９２０ 簡易GPS 小型 浅い 不明瞭な円形
４３３ ２８０５０ １０５９２０ 簡易GPS 小～中型 浅い 不明瞭な円形
４３４ ２８０５０ １０５９２０ 簡易GPS 中型 浅い 不明瞭な円形
４３５ ２８０６０ １０５９２０ 簡易GPS 小～中型 浅い 楕円形
規模のめやす 特大（径または一辺が１０mを超えるもの） 大（８～１０ｍのもの） 中（５～８ｍのもの） 小（５ｍを下まわるもの）
深さのめやす（竪穴の底面から堀上土上面までの高さ） 特に深い（１mを超えるもの） 深い（０．８～１ｍのもの） やや深い（０．５～０．８ｍのもの）
浅い（０．５～０．３mのもの）

重要遺跡確認調査報告書
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写 真 図 版





１ 遺跡遠景（南東から）

２ 「史跡」地区西側段丘崖（西から）

図版�－１ 東山１遺跡の立地環境



１ 東から

２ 西から

図版�－２ 東山１遺跡「史跡」地区全景



１ トレンチ２調査状況（東から） ２ トレンチ５調査状況（東から）

３ トレンチ３調査状況（東から） ４ トレンチ１（東から）

図版�－３ 「史跡」地区トレンチ調査�



１ トレンチ２（西から） ２ トレンチ３（西から）

３ トレンチ４（西から） ４ トレンチ５（西から）

図版�－４ 「史跡」地区トレンチ調査�



１ テストピット１（北西から） ２ テストピット３（北から）

３ テストピット２（東から） ４ テストピット２土層断面（西から）

５ テストピット４（南から） ６ テストピット５（北西から）

図版�－５ 「史跡」地区テストピット調査



１ 調査前状況（南から） ２ トレンチ調査状況（北から）

３ トレンチ完掘状況（北から） ４ トレンチ北側完掘状況（南から）

図版�－６ 「第２地点」地区トレンチ調査�



１ 盛土遺構遺物出土状況（南から） ２ トレンチ北側完掘状況（南から）

３ トレンチ北側遺構確認状況（南から） ４ トレンチ南側完掘状況（北から）

図版�－７ 「第２地点」地区トレンチ調査�



１ トレンチ北側盛土遺構土層断面（西から）

２ トレンチ中央旧調査部土層断面（西から）

３ トレンチ南側盛土遺構土層断面（西から）

図版�－８ 「第２地点」地区トレンチ土層断面



１ 「史跡」地区（東から）

２ 「史跡」地区作業状況（東から） ３ 「第２地点」地区作業状況（西から）

４ 「第２地点」地区トレンチ１（西から）

図版�－９ 現状復元作業状況



A－６

A－５

A－７

A－９ A－１０

図版�－１０ 道指定有形文化財�土器



A－１３

A－１７

A－１４

A－１５ A－１８

図版�－１１ 道指定有形文化財�土器



A－２２

A－１９

A－２３

A－２１ A－２４

図版�－１２ 道指定有形文化財�土器



A－２８

A－２５

A－２９

A－２６

A－３０

A－２７ A－３１

図版�－１３ 道指定有形文化財�土器、土・石製品



A－３３
A－３２ A－３５

A－３４

A－３９
A－３７A－３６

A－３８

A－４２ A－４３A－４０ A－４１

A－４７A－４４ A－４５ A－４６

図版�－１４ 道指定有形文化財�石器



A－５１A－４９ A－５０A－４８ A－５３

A－５２

A－５４

A－５５

A－５６

A－５７ A－５８
A－５９

A－６４A－６３A－６０ A－６１ A－６２

図版�－１５ 道指定有形文化財�石器



A－６９
A－７０

A－６７
A－６８

A－６５ A－６６

A－７７
A－７３A－７２ A－７６A－７１ A－７５A－７４

A－８３A－８１A－７８ A－７９ A－８４A－８２A－８０

A－８５ A－８６ A－８８A－８７

A－９４
A－９３

A－９１A－９０ A－９２A－８９

図版�－１６ 道指定有形文化財�石器



A－９８ A－１００A－９６ A－９９
A－９７A－９５

A－１０４
A－１０２ A－１０３ A－１０５A－１０１ A－１０６

A－１１１A－１０９ A－１１０ A－１１３A－１１２
A－１０８

A－１０７

A－１１４ A－１１６
A－１１５ A－１１８

A－１１７

A－１２０ A－１２２A－１２１ A－１２３A－１１９

図版�－１７ 道指定有形文化財�石器



A－１２４
A－１２５

A－１２７ A－１２８

A－１２９

A－１２６

A－１３０ A－１３２A－１３１ A－１３４

A－１３３ A－１３５

A－１３９A－１３８A－１３６
A－１３７

図版�－１８ 道指定有形文化財�石器



A－１４３A－１４１ A－１４２A－１４０ A－１４４

A－１４６ A－１４９A－１４７A－１４５ A－１５０A－１４８

A－１５３ A－１５５A－１５４A－１５１ A－１５６A－１５２

A－１６０A－１５９
A－１５８

A－１５７

図版�－１９ 道指定有形文化財�石器



A－１６２
A－１６１

A－１６４A－１６３

A－１６５
A－１６６

A－１６８
A－１６７

A－１６９

A－１７２A－１７０

A－１７１
A－１７３

図版�－２０ 道指定有形文化財�石器



A－１７６
A－１７５A－１７４

A－１７８ A－１７９
A－１７７

A－１８２A－１８０ A－１８１

A－１８４
A－１８３ A－１８５

図版�－２１ 道指定有形文化財�石器



A－１８６

A－１９１

A－１８８
A－１８７

A－１９０
A－１９３A－１９２

A－１９４A－１９５

図版�－２２ 道指定有形文化財�石器



A－１８９

第２地点の調査 第２地点の調査

第１地点と思われる調査状況 第１地点内の住居跡

図版�－２３ 道指定有形文化財�石器、昭和３１・３２年調査状況（岩内町教委所蔵）



１ オホーツク海とシブノツナイ竪穴住居群（西から）

２ シブノツナイ湖（西から）

図版�－１ シブノツナイ竪穴住居群の立地環境



１ 竪穴群東縁（北から）

２ 竪穴群北東縁（西から）

図版�－２ 竪穴群の概況�



１ 竪穴群中央部東寄り（東から）

２ 竪穴群中央部西寄り（西から）

図版�－３ 竪穴群の概況�



１ 竪穴群南西部防風林内の状況（西から）

２ 竪穴群西側段丘縁の状況（西から）

図版�－４ 竪穴群の概況�



１ 第８号（中型）竪穴周辺の竪穴群（竪穴群東端部分 北から）

２ 第２１号（大型）竪穴周辺の竪穴群（竪穴群東部分 北から）

図版�－５ 竪穴群の状況�



１ 第１２１号（特大型）竪穴周辺の竪穴群（竪穴群東部分 東から）

２ 第１０５号（大型）竪穴周辺の竪穴群（竪穴群北東部分 西から）

図版�－６ 竪穴群の状況�



１ 第１４４号（特大型）竪穴周辺の竪穴群（竪穴群中央部分 北西から）

２ 第１８９号（大型）竪穴周辺の竪穴群（竪穴群北部分 北東から）

図版�－７ 竪穴群の状況�



１ 第１７７号（特大型）竪穴周辺の竪穴群（竪穴群北東部分 北から）

２ 第２６８号（大型）竪穴周辺の竪穴群（竪穴群西部分 西から）

図版�－８ 竪穴群の状況�



１ 竪穴群西部（西から）

２ 竪穴群西部（西から）

図版�－９ 残雪時の竪穴群



１ 残雪時の竪穴（竪穴群西部 西から）

２ 台風直後の竪穴（竪穴群北東部 南西から）

図版�－１０ 残雪時及び台風直後の竪穴群



１ 詳細測量の状況（南から）

２ 放牧時の状況（南から）

図版�－１１ 測量調査の状況
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